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年಄ॴײ

ஂࡒڵज़ৼٕࣄ水څ（ࡒެ）
ཧࣄ　Ԭᖒ　和

新年あけましておめでとうございます。今年
も、また、新年のごѫࡰをする時期が८ってき
ましたが、օ༷ํにとって昨年はどのような年
だったでしΐうか？
昨年から今年にかけて日本をؚめたੈ界共௨

の話題として、まͣ、コロナՒの長ҾくӨڹが
あります。新型コロナもൃ生Ҏདྷ 3年を経過し
ています。Ԥถ等では、Ϛスクを事実্ഇࢭし
ている国が૿えているのに対し、த国のように
ະだに「θロコロナ」をపఈしている国もあり
ます。日本でも、ੈ界の਼からやや出れた
ものの、「インόウンド」のडけೖれを拡大し
ようとしています。ただؾになるのは、日本で
は、新年におけるୈീのྲྀ行を༧見するも
あり、また、طにその向がΈられているとの
ことです。
生׆にॏ大なӨڹをもたらしている出དྷ事

に、ロシアのプーチン大౷ྖが昨年 2月にڧ行
したྡ国ウクライナの侵攻があり、そのઓུ
等をめ͙ってੈ界に大きな動༳をもたらしてい
ます。一ํで、ଆॾ国は࿈ܞしてロシアの経
、動のѹྗをかけଓけていますが、ଞํ׆ࡁ
ੈ界༗のエωルΪー༌出国であるロシアは、
エωルΪーڙ給を対ଆのઓུとしてར用し
ようとしています。その݁Ռ、ଟくの国におい
てエωルΪーのひっഭ要因となり、日本をؚめ
てエωルΪーՁ格の国ࡍ的ߴಅなどをもたらす
要因ともなっています。
また、ロシアの国ࡍ的な׆動と同調して、த

国がݖओٛを拡大させ、題の実ྗ行

使をެݴし、ேもϛサイル開ൃにᬏ進して
います。また、一෦のத౦ॾ国の܉事行動も目
を์せなくなっています。今や、ੈ界の出དྷ事
は日本の政࣏、経ࡁとີに࿈ܞするように
なっています。ੈ界の分ۃ化と一෦の国ʑのಥ
出した行動は、ੈ界の先行きについて大き
なݒ೦ࡐྉとなりつつあります。
զʑの業務である水道関の事について

も、昨年は大きなχϡースがありました。202�
年度から水道行政とԼ水道行政との一ମ化のํ
向でলிの࠶編が行われることがެදされてい
ます。ࡏݱ、ް生࿑ಇলでॴ管する水道行政を
すて、国ަ௨লとڥলとに理しなおそ
うというのです。今は、ఛをத৺に水໘Լで
の४උが進められていますが、大きく分けて、
施ઃのඋや災害෮چに関する事߲については
国ަ௨লが、水࣭管理をؚΉӴ生੍نについ
てはڥলがॴ管することになると見ࠐまれま
す。
水道とԼ水道とはり立ちもҟなり、ただ୯

に政߲ࡦ目をまとめて߹ମできるということで
はありません。ਓ事的には、しばらくはݱ行の
ް生࿑ಇলܥの৫がόックアップするものと
事のやりํがちにมわるというこ、われࢥ
とにはならないとࢥわれますが、লி࠶編の՝
題は、কདྷ的には政ࡦのࡏりํ等もབྷんでくる
Մੑもあります。新たな事業のಋೖなど財団
の経Ӧについてߟえていかなければならない
もありますが、まͣは、লி࠶編ٞのதで検
討していくこととしたいとࢥいます。
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水ಓ水Λඞཁͱ͠࠷ʹ࣌ࡂ ͯ
͍Δͷ୭ ʁ͔ా܃　ହࢠ

神戸大学大学院工学研究科市民工学専攻　准教授 

略歴
2004年 神戸大学大学院自然科学研究科修了、博士（工学）
2004年 神戸大学工学部　助手
2006年 神戸大学工学部　助教授を経て、2007年より現職

近年の自વ災害はଟ༷化・ܹਙ化し、大
でなくともہॴ߽Ӎによって水道のװج施ઃが
ඃ害をडけ、長期にわたってஅ水がൃ生してい
る。昨年（2022 年）�月の෩ 1� 号によって੩
Ԭ市ਗ਼水۠で大نなஅ水がൃ生し、શ໘෮
までにچ 12 日ؒを要した。この時のશ国۠の
χϡースで、このਗ਼水۠にॅΉ 2ϲ月のちΌ
んを࣋つ母親が、ྡொのॿ࢈院の 4/4をきっか
けに、ॿ࢈院が実施したᔓཋのϘランテΟアの
ॿけをडけたことをった。

201� 年の大ࡕ෦のでは、ࢲは大ࡕの
ઁにある自でඃ災した。அ水も経験したが、
それは一൩ఔ度のことで、大したඃ害にはなら
なった。ೋ番目の子が くらいであったがࡀ1
その時にはϛルクもଔ業していた。子ڙらは
の༳れを感じるのがॳめてだったので、その
後の༨でもதʑ落ち着かなかったことをよく
֮えている。今回のᔓཋϘランテΟアの話を
って、自分自身の出࢈経験を振り返るととも
に、出࢈後に長期のஅ水がൃ生していたらと
いをせると、災害時に水道水をっているࢥ
ਓが誰なのかをߟえすػ会になった。

あののあと、່が࢈まれ、3回目の出
りしたؼを経験した。1ਓ目の時は実Ոにཬ࢈
が、2ਓ目Ҏ߱は্の子らのҭࣇのためにཬؼ
りせͣに、自で過ごした。出࢈後には必ͣ水
道使用ྔが過年度よりも૿え、ຖ回、市の水道
՝から水使用についてい߹わせのి話がか
かってきていた。֬かに、新生ࣇのચ୕とそ
れҎ֎のՈのものを分けてચ୕していたし、

ちΌんはϛルクをుいたり、おもらしをした
りで、Կ回もચ୕ػを回していたのがهԱに
っている。ᔓཋもຖ日ϕϏーόスにお౬を一
ഋೖれるとそれなりのྔになる。࢈後 1ϱ月݈
でೖཋڐՄが出るまではࢲもシϟワーしかೖ
れない。ଞのՈはいつも௨りのお෩࿊をため
る。ちΌんのおੈ話でຉし、水使用ྔのこ
となどߟえる༨༟はなく、いつもٻ書がಧい
てびっくりしていた。

また、出࢈前の母親教ࣨでは、คϛルクでϛ
ルクを࡞るࡍには市ൢのϛωラルウΥーターで
はなく水道水で࡞るようにॿ්࢈さんからࢦಋ
される。ࢲも৷するまでは、そのことはら
なかった。その理༝を調てΈると、ϛωラル
ウΥーターにؚまれるϚάωシウムやカルシウ
ムなどのϛωラルは新生ࣇの内ଁにෛ୲をか
け、過にઁऔするとফ化・ٵऩがѱくなり、
Լཀྵを起こしてしまうためである。ϛωラルが
গない水道水のํがคϛルクにはదしているそ
うだ。ϕϏー用ళでは、ϛωラルのগないค
ϛルク用のϘトル水もൢചされているが、ࢲは
水道水で十分だった。ٯに、அ水によって水道
水がಘられͣ、ϛωラルウΥーターのϘトル水
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をされても、母親の立ならϘトル水をคϛ
ルクに使うのを᪳してしまうだろう。

最近では、࣭のྑいࢴおΉつとおしり;きの
ウΣットシートがあるので、ഉせつにおいては
水がແくてもࠔらないが、ᔓཋとϛルクのため
には水道は欠かせないものといえる。新生ࣇを
つՈఉにとって水道水は必要ෆՄ欠なライϑ࣋
ラインであることをվめてͮؾくことになっ
た。

ಁ析ऀױはਓ工ಁ析に大ྔの水をར用し、水
の生命にも関わるたऀױ給が్ઈえるとそのڙ
め、近年の災害ではಁ析ऀױのいるප院の༏
先的にԠٸ給水が実施される。給水ंで対Ԡで
きない߹には、ಁ析ऀױをଞのප院にൖૹさ
れることもある。今後は、新生ࣇを࣋つ親子も、
災害でඃ災し、長期அ水が見ࠐまれる߹には、
一ൠのආॴにೖるのではなく、一時ආとし
て近ྡのඃ災していない࢈科ප院やॿ࢈院がड

ೖれられるように、༧め近ྡ市ؒで災害協定を
క݁することも一つのํࡦかもしれない。

Ϙトル水をҿめるੈଳであれば、自やҬ
でϘトル水をඋしておくことで日のҿྉ用
水を֬อすることはできる。しかし、災害時に、
Ϙトル水ではなく、水道水をっているਓがい
る。このことをڙ給ଆである水道業界はೝࣝす
る必要がある。೦ながら水道業界にめるঁ
ੑൺはߴくない。உੑのҭٳࣇՋऔಘの推進
によって、உੑのҭࢀࣇՃのػ会も૿えてきた
ので期するところであるが、ੋඇ、ちΌん
のคϛルクの水には水道水がྑいということを
っていただきたい。災害時に水道水をೖれた
Ϙトルを「いのちのΈͣ」として新生ੈࣇଳや
ೕੈࣇଳに༏先的にڙ給するのも一つである。
本ߘが災害時にも母親たちに安৺してϛルクを
ってもらえるようなऔりΈのきっかけにな࡞
ればとࢥう。
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水道給水用ポリエチレン管（PE管）は、2016年 � 月にൃ生した۽本ൃ生Ҏ前

から૬当の漏水事故のൃ生がΈられており、۽本Ҏ߱も同छの給水管漏水事

故件がൺֱ的ߴいׂ߹でଓいていることが໌した。それをडけ、給水工事ٕज़

振ڵ財団は日本ポリエチレンパイプシステム協会と漏水原因の分析及び更新時期の

検討を行う共同研究を行った。令和 2年度は、۽本市্Լ水道ہの協ྗにより、漏

水したPE管のੑධՁを行い、経年PE管の漏水ൃ生原因を分析した。また、令和

3年度には、調査対の水道事業ऀを૿やし、ഁଛঢ়ଶのৄ؍ࡉを実施する等の

PE管の経年劣化による使用寿命等に関する共同研究を্ड़の 2ऀに、山形大学をՃ

えて 3ऀで実施した。

本特集では、共同研究の報告書の内容を2回にわたりհする。今回はその前編

として、日本ポリエチレンパイプシステム協会より、PE管の使用寿命の推定につい

て解説していただく。

特集
給水用ポリエチレン管の
経年劣化に関する
調査について
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日ຊϙϦΤνϨϯύΠϓγεςϜڠ会

給水༻ϙϦΤνϨϯ管の
ྼԽʹؔ͢Δௐࠪʢͦのܦ �ʣ

1ɽ͡Ίʹ
தには༷ʑなछྨの管࿏がຒઃされている

が、શての管࿏には使用寿命がある。使用寿命
はૉࡐやઃੇܭ๏、ຒઃঢ়گといった༷ʑな߲
目にࠨӈされるが、これらの߲目は関ऀの
ྗでվྑ・վળがॏͶられ、管࿏の使用寿命は
ঃʑにԆびている。
日本ポリエチレンパイプシステム協会（ҎԼ、

+P協会）は201�年から、給水工事ٕज़振ڵ財団
（ҎԼ、給工財団）と協ྗしてຒઃ給水用ポリエ
チレン管（ҎԼ、PE管）の経年管調査を開始し、
2021年からは更に国立大学๏ਓ山形大学（ҎԼ、
山形大学）の協ྗをಘて共同研究を行い、2022
年6月に「給水用ポリエチレン管の経年劣化に
関する調査検討報告書」をした。この共同
研究のதで、実ࡍに使用されたPE管100本の
使用寿命σータをಘてそれらの分析を行ったの
でここに報告する。なお報告書ではഁյ形ଶに
関するৄࡉ調査も実施しており、その内容は࣍
回報告する。

2ɽ͜Ε·ͰͷܦҢ
1）2�1�年7݄
給工財団と+P協会が߹同で۽本市্Լ水道ہ

を๚し、ධՁ用ࢼڙମとして۷্げたPE管
の提ڙを要した。対はҎԼの2छྨとऔり
ܾめた。
ᶃç漏水したPE管
ᶄç水管の更新でൃ生するPE管
なお、۽本市্Լ水道ہからはʰ今回のPE

管の漏水原因分析により、PE管の更新時期の目
安が出ることが最ળである。理༝は、۽本市্
Լ水道ہは道࿏漏水によるमસ工事対Ԡがଟൃ
していたԖ管（ҎԼ「-P管」という）の更新が

一ஈ落したため、࣍の更新対給水管として
定しているPE管の༨寿命に関する見をಘる
ことにつながるからʱとの要望があった。

2）2�1�年�݄ʙ 2�2�年5݄
より۷ہ本市্Լ水道۽、をडけて（1ه্

্げたPE管が提ڙされ、Լهに示した2件を
ຬたすものをධՁ対となるࢼڙ管とした。そ
の݁Ռ、提ڙされた管の30ˋ（22件）がධՁ
。管となったࢼڙ
ᶃç�管ମ1Nຖにද示されているロット
（ϝーカー໊、年月）がผՄであ
ること

ᶄç�原ଇ֤छੑ֬ೝࢼ験がՄな最管長
（�0ᶲҎ্）が֬อできること

3）2�1�年1�݄ʙ 2�21年3݄
管をੑධՁして、「ຒઃ給水用ポリࢼڙه্

エチレン管の経時ม化と݈શੑධՁに関する検
討報告書」を࡞・ެදした。

4）2�21年4݄ʙ 2�21年1�݄
ᶃç�山形大学、+P協会と給工財団は3ऀで、「給
水用ポリエチレン管の経年劣化に関する
調査」の共同研究を開始した。前年度の報
告書の内容を踏まえ、管のഁ໘؍を更に
にするとともに、協ྗをく水道事業ࡉৄ
ऀを۽本市1事業ऀから、PE管使用開始
から�0年Ҏ্経過したશ国の10水道事業
ऀに拡大することでより൚用ੑのある内
容を目ࢦした。

ᶄç協ྗをいた10水道事業ऀ
B）ੴङ市
C）ࡳຈ市
D）ઋ市
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E）໊ݹ市
F）౦大ࡕ市
G）߳ݝҬ水道ا業団
H）山市
I）ಙౡ市（Ҏ্1छ管）
J）神ಸاݝ業ிا業ہ
K）さいたま市（Ҏ্2छ管）

5）2�21 年 1� ݄ʙ 2�22 年 3݄
提ڙされたࢼڙ管は水ѹࢼ験を実施して漏水

Օॴを֬ೝし、内֎໘の֎؍؍、内؍ڸࢹ、
ౚׂ݁அによるഁ໘解析等を実施した。また、
実ຒઃ管の使用寿命σータを100件ಘること
ができたため、౷ܭ的なॲ理による使用寿命の
推定を行うこととした。

3ɽྗڠ水ಓऀۀࣄͷ1&ͷ࿙水ঢ়گ
今回の調査ではશ国10の水道事業ऀから経年
PE管提ڙのご協ྗをいた。まͣ協ྗいた事
業ऀにおけるPE管の漏水ঢ়گについてड़る。

1）給水装置ͷඪ४構
水管から分ذした給水ஔのඪ४ߏはਤ
1のとおりである。事業ମによっては、ୈ1ࢭ水
ખをؚまないέースもある。また、ܧखは水道
用ポリエチレン管ۚଐܧख（+88" #116）を
使用している。なお給水ஔが漏水した߹の
म理工事ൣғは、原ଇとして水道ϝーター（ྔ
水ث）一࣍ଆは水道事業ମが行い、ೋ࣍ଆはॴ
༗ऀが行うことになっている。

2）年度ผ࿙水݅ͱ࿙水ൺ
提ڙいたPE管について、漏水のׂ߹（ڙ

給戸とશ漏水件に対する）を理したもの
を表1とਤ2に示す。なおPE管漏水件をશ漏
水件でআした「શ漏水件ൺ漏水ׂ߹」をه
載しているが、給水管の管छผ使用ׂ߹がෆ໌
であるためPE管の漏水ൺがଞの管छにൺ
て大きいかখさいかは೦ながらผできな
い。給水管（給水ஔ）はݸਓのॴ༗である
ため、水道事業ऀはܘޱや管छについてா管
理できていないέースがଟく、管छの使用ׂ߹
をશ事業ମでѲすることはしいためであ
る。
֤事業ऀに給水管छや漏水ঢ়گの特を߹

わせた݁ՌをҎԼにهす。
ᶃçੴङ市
給水管はຆどがPE管。ੴङがઔঢ়の

ため൫が࣭࠭で、ຒを࠭にపఈさせ
てきた。2�本のサンプルத33年経過でഁଛし
た1本をআくと、2�本は��年Ҏ্経過してい
た。
ᶄçࡳຈ市
元ʑ PE管の使用ൺがߴく、ݹいPE管で

の水๐ണの事故がଟൃしたことから、経年
PE管の更新は進んでいる。
ᶅçઋ市
PE管を࠾用しているが、߯管・ԘϏ管・

PE管の使用ൺはࡳຈ市にࣅており、౦日本
大災のӨڹでඃ害のଟかった経年化した߯
管・ԘϏ管の更新が進んで、PE管の使用ൺ
がߴくなっている。
ᶆçさいたま市
ैདྷからPE管を࠾用しており、߯管やԘ

Ϗ管にൺPE管の使用ൺがߴい。Ҏ前は
年ؒ漏水件がଟかったが、更新を進め、ݱ

ਤ 1　給水装置ͷඪ४構
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表１
▼⊁ᕷ ᮐᖠᕷ ྎᕷ さ࠸たࡲᕷ

⚄ዉᕝ┴
ᴗᗇ

ྡྂᒇᕷ 㤶ᕝ┴ᗈᇦ
※1

ᗈᓥ
※2 ⚟ᒣᕷ

౪⤥ᡞᩘ�2020年度බ表್� 25�579 975�702 525�025 623�234 1�372�807 1�345�832 190�161 519�591 213�864

₃水件ᩘ�ಶ� 71 205 748 2�857 8�382 1�017 743 694 804

3(管₃水件ᩘ 4 64 50 1�905 3�025 951 16 11 20

₃水件ᩘẚ₃水ྜ��� 5�6� 31�2� 6�7� 66�7� 36�1� 93�5� 2�2� 1�6� 2�5�

౪⤥ᡞᩘẚ₃水ྜ��� 0�02� 0�01� 0�01� 0�31� 0�22� 0�07� 0�01� 0�00� 0�01�

₃水件ᩘ�ಶ� 35 198 641 2�779 8�252 961 966 853 769

3(管₃水件ᩘ 7 61 80 1�873 2�867 895 20 22 16

₃水件ᩘẚ₃水ྜ��� 20�0� 30�8� 12�5� 67�4� 34�7� 93�1� 2�1� 2�6� 2�1�

౪⤥ᡞᩘẚ₃水ྜ��� 0�03� 0�01� 0�02� 0�30� 0�21� 0�07� 0�01� 0�00� 0�01�

₃水件ᩘ�ಶ� 51 172 609 2�943 8�100 959 799 912 733

3(管₃水件ᩘ 2 61 82 1�968 2�987 821 19 47 29

₃水件ᩘẚ₃水ྜ��� 3�9� 35�5� 13�5� 66�9� 36�9� 85�6� 2�4� 5�2� 4�0�

౪⤥ᡞᩘẚ₃水ྜ��� 0�01� 0�01� 0�02� 0�32� 0�22� 0�06� 0�01� 0�01� 0�01�

₃水件ᩘ�ಶ� 59 194 444 2�385 7�637 968 936 694 630

3(管₃水件ᩘ 7 75 67 1�605 2�735 827 27 20 18

₃水件ᩘẚ₃水ྜ��� 11�9� 38�7� 15�1� 67�3� 35�8� 85�4� 2�9� 2�9� 2�9�

౪⤥ᡞᩘẚ₃水ྜ��� 0�03� 0�01� 0�01� 0�26� 0�20� 0�06� 0�01� 0�00� 0�01�

0�4 0�20～0�66 0�3～0�5 0�28 0�24～0�75 0�28～0�71 － － 0�45

1972～ 1970㡭～ 1970㡭～ 1970㡭～ 1963～1978 1972～ － 2000㡭～ 1970㡭～

୍✀管 ୍✀管 ୍✀管 二✀管 二✀管 ୍✀管 ୍✀管 ୍✀管 ୍✀管

注）※1：⾼松市のデータのみ ※２：広島市からは漏⽔関係のデータのみ

図２

3(管管✀

3(管᥇用時ᮇ

2016

2017

2018

2019

現ᆅ水圧�0SD�

年度
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表 1　協力水道事業者ͷ૯࿙水݅ͱ1&管࿙水ൺ

খڱগしてきた。市෦のݮの件までࡏ
でのϝーターपりのۂげ管෦と2छ管のُ
྾漏水が特である。
ᶇç神ಸاݝ業ிا業ہ
PE管は過ڈに道࿏内等で࠾用しており、߯
管やԘϏ管にൺPE管の使用ൺがߴい。
ُ྾漏水がଟく、市֗では漏水म理にซせ
てٺ化したPE管の更新を進めている。山
ؒ෦では、Ԇ長が長い্、ෳݸॴ漏水して

おり、更新ํ๏が՝題となっている。
ᶈç໊ݹ市
�0までの給水管はPE管のΈであり、漏ܘޱ
水のຆどがܧख෦であった。水๐ണがසൃ
したため、経年化したPE管はかなり更新され
てݮっているが、ަ ໊）ख෦ܧされていない
ख）の経年ܧ߹市はಠ自のワンタッチݹ
劣化による漏水が特としてΈられた。
ᶉç߳ݝҬ水道ا業団

ਤ 2　協力水道事業者ͷ1&管ͷ࿙水ͷׂ合
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一෦のҬはैདྷからPE管を࠾用してい
た。
ᶊçౡ市
ೋ管が出回るようになってからPE管が
。用された࠾
ᶋç山市
ैདྷからPE管を࠾用していたが、߯管・
ԘϏ管の使用ൺがߴかった。

4ɽ1&ͷण໋ௐࠪ݁Ռ
1）֤事業ମ͔Βͷ1&管αンϓル
漏水म理時にൃ生した給水管（使用寿命をऴ
えたもの）、҃いは水管・給水管更新時にൃ生
した給水管（使用寿命前）をご提ڙいただいた。
ධՁに必要となる最管長（�0DN）を件に提
き、2021年�月ʙڙ 10月で߹210ܭ本回ऩ
できた。その֓要は表2である。

2）αンϓルೖ手࣌ͷௐ߲ࠪ
֤サンプルとซせて、ҎԼの報を提ڙいた
だいた。
ᶃç施工報
施工ॴ、施工日時、ຒઃ時期、ຒઃਂさ、
ঢ়ଶ、施工ࣸਅ、定水ѹૅج
ᶄçサンプル報
管छ、ܘޱ、ロット、サンプル長
ᶅçサンプルೖखの۠分
ೖସ、更新、漏水のいͣれか

3）ௐࠪ݁Ռ
（ 1）ղੳର
協ྗ水道事業ऀから提ڙいただいたサンプル
のঢ়گを表3に示す。

集めたࢼڙମは、管ମ෦だけでなくܧख෦か
らの漏水も見られたが、本解析では管だけを対
とした。ܧखは߹ྑ൱の要因もྀߟする必
要がありෳࡶになることや、ܧख෦から漏水し
ているサンプルは20ݸだけであり、౷ܭॲ理す
るにはがগなかったことが理༝である。また、
使用寿命はຒઃ時期から給水管࿏システムとし
てػしなくなるまでの期 （ؒ年）と定ٛした。
これらを踏まえると、管ମ෦から漏水したサ

ンプルのうち使用期ؒが໌した��本（୯管
�6本、ೋ管2本）が本解析対となる。しかし、
使用期ؒが2�年にຬたͣ、ഁଛ形ଶにそれҎ֎
の経年管との໌֬な૬ҧがೝめられたPE1छೋ
管の2本を解析対からআ֎し、最ऴ的には
୯管�6本を本解析対とした。

（ 用ण命ͷਪ定（2
PE1छ管、PE2छ管及び1、2छ管をまとめた

શ管छの使用寿命૬対度分をਤ3ʙਤ5に
示す。PE1छ管では、寿命ଆからく分し
�0年をえるものはগなかったのに対して、
PE2छ管では、��年ʙ ��年、�0年ʙ ��年の2
い分を示し、管छによる使用ߴに度がڃ֊
寿命分ࠩがೝめられた。྆ऀを߹ࢉしたશ管
छの分では、ଟগ寿命ଆにんでいるが、
��年ʙ ��年を最සとした形（ϕルカーブ）
の分となった。
使用寿命がਖ਼ن分にͮجくとԾ定し、本調

査使用寿命σータをඪ本として母集団（શ国の
事業ମでの使用寿命）の推定を行った݁Ռを表
4に示す
ここで、├�はඪ本のฏۉ、┗はඪ本のඪ४
ภࠩ、┸┶（��ˋ  ┲ⓤʕ 1）は自༝度┲ⓤʕ 1でのス
チϡーσント分のパーセントである。Լଆ
༧ଌ۠ؒは、調査出དྷなかったඪ本σータ（ଞ
のશ国の事業ମでの使用寿命に֘当する）がऔ

事業体名称 サンプル数 管種 特徴

石狩市 28 1 種管   

札幌市 50 1 種管   

仙台市 5 1 種管   

さいたま市 10 2 種管   

神奈川県企業庁 67 2 種管
同じ管路に複数個の

漏水箇所が見られた

名古屋市 25 1 種管   

東大阪市 6 1 種管   

徳島市 2 1 種管   

香川県広域 13 1 種管   

福山市 4 1 種管   

合計 210   

表 2　1� 協力水道事業者ͷڙ試管ͷ༁

5 

㸱）ㄪᰝ⤖ᯝ 

�1� ゎᯒᑐ㇟ 

協力水道業者からᥦ౪いたࡔいたࢧンプࣝの≧ἣを表㸱に示す。

㞟めた౪試体は、管体㒊ࡅࡔでなく継手㒊からの₃水もぢられたが、本解ᯒでは管ࡅࡔをᑐ㇟

とした。継手は接合Ⰻྰの要ᅉも考៖するᚲ要があり」㞧になることࡸ、継手㒊から₃水してい

るࢧンプࣝは 20 ಶࡅࡔであり、⤫ィฎ⌮するには数が少なかったことが⌮⏤である。また、使

用寿命はᇙ設時期から給水管㊰࣒ࢸࢫࢩとして機能しなくなるまでの期間（年数）と定⩏した。

これらを㋃まえると、管体㒊から₃水したࢧンプࣝのうࡕ使用期間がุ᫂した 98 本（༢層管

96 本、二層管 2 本）が本解ᯒᑐ㇟にとなる。しかし、使用期間が 25 年に満たࡎ、◚ᦆᙧែにそ

れ以外の経年管との᫂確な┦㐪が認められた PE1 ✀二層管の 2 本を解ᯒᑐ㇟から㝖外し、最⤊

的には༢層管 96 本を本解ᯒᑐ㇟とした。

�2� 用ᑑの᥎定 

PE1 ✀管、PE2 ✀管及び 1,2 ✀管をまとめた管✀の使用寿命┦ᑐ度数ศᕸをᅗ㸱、ᅗ㸲及び

ᅗ５に示す。PE1 ✀管では、ప寿命側からᗈくศᕸし 50 年を㉸えるものは少ないศᕸになった

のにᑐして、PE2 ✀管では、45 年ࠥ49 年、50 年㹼54 年の 2 㝵⣭に度数が㧗いศᕸを示し、管

✀による使用寿命ศᕸᕪが認められた。୧者を合⟬した管✀のศᕸでは、ከ少ప寿命側にṍࢇ

でいるが、45 年ࠥ49 年を最㢖値とした㔮㚝ᙧ（࢝ࣝ࣋ーࣈ）のศᕸとなった。 

項 目 ᩘ 㔞 

₃ 水 

管య㒊（用ᮇ間ุ᫂）༢層管 㸷㸴 

管య㒊（用ᮇ間ุ᫂）二層管 㸰 

管య㒊（用ᮇ間᫂） 㸰㸷 

⥅ᡭ㒊ࡽ 㸰㸮 

᭦ ᪂ ５㸲 

≧ἣ᫂ 㸷 

ྜ ィ 㸰㸯㸮 

表㸱 ධᡭࢧンプࣝの≧ἣ

ᅗ 3 3(1 ✀༢層管の用ᑑ 
ᅗ 4 3(2 ✀༢層管の用ᑑ 

ᅗ 5 3( ༢層管の用ᑑ（管✀） 

表 3　ೖ手αンϓルͷঢ়گ
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りಘるの༧ଌൣғ（使用寿命）のԼݶを示
す。今回は���の৴པで༧ଌ۠ؒを推定して
いるため、্ݶをえるׂ߹とԼݶをԼ回
るׂ߹の߹ܭは��となり、ԼݶとなるԼଆ
༧ଌ۠ؒよりもૣく漏水するׂ߹は2���とな
る。
使用寿命のฏۉ├�はશ管छで��年をえて
おり、PE1छ管のはPE2छ管より�年ఔ度い。
ඪ४ภࠩは、PE1छ管のํがPE2छ管より大き
く、使用寿命のばらつきが大きいことが分かる。
そしてԼଆ༧ଌ۠ؒとして、PE1छ管が31年、
PE2छ管が�0年のがಘられた。

Լଆ༧ଌ۠ؒを、ڙ༩前にそれͧれの管छに
対して、長期の使用にえうる寿命として見ੵ
もっておけば、その寿命ҎԼの使用期ؒൣғ内
で経年によるഁଛを����ˋの৴པのもとえる
ことがՄになる。すなわちこれがઃ্ܭの使
用寿命になる。ݴいかえれば、PE管のٺ化が
始まる使用寿命（Լଆ༧ଌ۠ؒ）が、PE1छ管、
PE2छ管に対しそれͧれ、ຒઃから31年及び
�0年と推定され、さらに、֓Ͷ過のPE
管が漏水ൃ生となる使用寿命（ฏۉ├�）は、
PE1छ管、PE2छ管に対しそれͧれ、ຒઃから
�2年及び��年と推定される。

ਤ 3　1&1 छ୯管ͷ用ण命

ਤ 5　1&୯管ͷ用ण命（શ管छ）

ਤ 4　1&2 छ୯管ͷ用ण命

6 

使用寿命が正規ศᕸにᇶ࡙くと仮定し、本ㄪᰝ使用寿命ࢹーࢱをᶆ本としてẕ㞟団（国の

業体での使用寿命）の᥎定を行った⤖ᯝを表㸲に示す 

1 ✀管 2 ✀管 管✀

ᖹᆒ್ 𝑿𝑿 （年） 42�2 49�0 46�7 

ᶆ準೫ᕪ S 5�7 4�6 5�9 

ᩘࢱーࢹ 𝒏𝒏 33 63 96 

⮬⏤度 𝒏𝒏 � � 32 62 95 

𝒕𝒕𝒓𝒓 � 𝟗𝟗𝟗𝟗㸣 ,𝒏𝒏 � ��  1�694  1�670  1�661 

下ഃண ༊間（年） 30�9 39�9 35�0 

ここで、𝑋𝑋はᶆ本のᖹᆒ値、𝑺𝑺はᶆ本のᶆ‽೫ᕪ、𝑡𝑡� � 95％ ,� � 1�は⮬⏤度 � � 1でのࢫチࣗ

ーࢹンࢺศᕸのࣃーࢭンࢺ点である。下側予測区間は、ㄪᰝฟ᮶なかったᶆ本ࢹーࢱ（の国

の業体での使用寿命に該当する）がྲྀりᚓる値の予測⠊ᅖの下限値を示す。ᅇは ���のಙ㢗

⋡で予測区間を᥎定しているため、ୖ限値を㉸える合と下限値を下ᅇる合の合ィは��となり、

下限値となる下側予測区間よりも᪩く₃水する合は ����と᥎測できる。 

使用寿命のᖹᆒ値𝑋𝑋は管✀で 45 年を㉸えており、PE1 ✀管の値は PE2 ✀管より 7 年⛬度短

い。ᶆ‽೫ᕪは、PE1 ✀管の方が PE2 ✀管より大きく、使用寿命のࡤらつきが大きいことがศ

かる。そして下側予測区間として、PE1 ✀管が⣙ 31 年、PE2 ✀管が⣙ 40 年の値がᚓられた。

下側予測区間を、౪๓にそれࡒれの管✀にᑐして、長期の使用に耐えうる寿命としてぢ✚も

っておࡤࡅ、その寿命以下の使用期間⠊ᅖ内で経年による◚ᦆを 97.5％のಙ㢗のもとᢚえること

がྍ能になる。すなࡕࢃこれが設ィୖの使用寿命になる。ゝいかえれࡤ、PE 管の⪁ᮙ化がጞま

る使用寿命（下側予測区間）が、PE1 ✀管、PE2 ✀管にᑐしそれࡒれ、ᇙ設から⣙ 31 年及び⣙

40 年と᥎定され、さらに、ᴫࡡ㐣༙数の PE 管が₃水発⏕となる使用寿命（ᖹᆒ値𝑋𝑋）は、PE1
✀管、PE2 ✀管にᑐしそれࡒれ、ᇙ設から⣙ 42 年及び⣙ 49 年と᥎定される。

表㸲より、PE1✀管、PE2✀管とも使用寿命の下側予測区間を設ィ時に耐用する使用寿命とし

ていれࡤ、それࡒれの管✀ྛཱྀ径とも、その期間の使用⠊ᅖ内であれ97.5、ࡤ％のಙ㢗のもと経

年による◚ᦆはしないことになる。 

�3� ᇙᡠᅵの✀㢮にࡼる用ᑑのᕪ 

PE 管 1 ✀༢層管はてᇙᡠᅵが◁でẚ㍑ができないため、ศᯒは PE2 ✀༢層管のみで行っ

た。ᅗ㸴のࣇࣛࢢから、ᇙᡠᅵによるᕪはぢられないと考える。なお、RC-10 は⏕◁を示す。

  

ᅗ 6 3(2 ✀༢層管のᇙᡠᅵの✀㢮にࡼる用ᑑ

表㸲 ᮏㄪᰝでᚓࡽれた用ᑑの⤫ィ㔞表 4　本ௐࠪͰಘΒΕた用ण命ͷ౷ྔܭ
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表4より、PE1छ管、PE2छ管とも使用寿命
のԼଆ༧ଌ۠ؒをઃܭ時に用寿命としていれ
ば、それͧれの管छ֤ܘޱとも、その期ؒの使
用ൣғ内であれば、����ˋの৴པのもと経年に
よるഁଛはしないことになる。

（ 3）ຒͷछྨʹΑΔ用ण命ͷࠩ
PE管1छ୯管はຒがશて࠭でൺֱがで
きないため、分析はPE2छ୯管のΈで行った。
ਤ6のάラϑから、ຒによるࠩは見られな
いとߟえる。なお、3$�10は࠶生࠭をࢦす。

（ 4）࿙水Օ所ʹΑΔ用ण命ͷࠩ
漏水したՕॴを管、管ଆ、管ఈの3つに分
けて使用寿命を理したਤ7のάラϑから、管
ମの漏水Օॴによる໌֬なࠩは見られないとߟ
える。なお、管ʶ�� は˃管と管ଆのڥ界の
ؒをࢦす。

5ɽʮ水ಓ༻ϙϦΤνϨϯʯͷ+*4�,�6762�
ͷมભ（ʀ水ಓ༻ϙϦΤνϨϯೋߦݱ）����
ここで、PE管のن格のมભから使用寿命に関

するߟえํについてඥ解いてΈる。
1���年Ҏ߱において、Ծઃ用の給水管として

-%PE（ີ度ポリエチレン）管は使用されて
きたが、PE管の先ऀۦであるӳ国ن格（#41���ɿ
1��3年）をもとに、日本水道協会ن格+88"
, 101「水道用ポリエチレン管」（1���年）がൃ
行され、その後、ᶃ水࣭のӨڹ ᶄ管のੇ๏ମ
とଓ๏ܥ 及びᶅػց的ڧ度の検討を経て、
1���年に、日本工業ن格（ࡏݱの日本࢈業ن格）
+*4 , 6�62「水道用ポリエチレン管」がൃ行さ
れた。これҎ߱、水道用給水管としてPE管が
ී及することになった。
ॳ൛+*4では、先行国֎ن格と同༷に、ᶃथ

及びᶄ期（度ڧྗʀ߱෬）の期ੑࢷ
水ѹੑが、管ڧ度ੑに֘当するن定߲目と
なっており、管ੇ๏は、ػցܧख߹の࠾用か
らطઃ管用߯管֎ܘに߹させ、ڧ度ن定߲
目をຬするように管ްさが定められた。なお
この時では使用寿命に関するੑن定はり
。まれていなかったࠐ
その後、1�66年のؒ内ѹクリープࢼ験Ճ、

1��2年のԘૉ水ੑՃ、1��3年のೋ管Ճ
等を経て、1���年のվਖ਼では1��6年の政ํ
による+*4の*40ن格߹化要をडけて、*40
��2�ʀlPMBTUJDT QJQJOH TZTUFNT � PPMZFUIZMFOF
（PE）QJQFT BOE pUUJOHT GPS XBUFS TVQQMZzとの
߹をਤるく、ن格のهड़・書ࣜをؚめた大
෯なվగが実施された。ن格໊শもࡏݱの「水
道用ポリエチレンೋ管」ม更され、ؒ内
ѹクリープࢼ験のن格がࡏݱと同じ長期ੑ
を֬ೝする内容となった。200�年のվਖ਼では、
度に֘当する20ˆɼ�0ڧྉの長期クリープࡐ
年で༧ଌされた੩水ѹڧ度の����ˋのԼଆ༧ଌ
度ڧٻ界を示すपํ向Ԡྗとした「最খ要ݶ
（.34）」がن定߲目にՃされ、ߟえํもؚめ
て、গなくとも�0年の用年（使用寿命のԼ
ଆ༧ଌ۠ؒ）が期できるن格内容となった。
。験߲目のมભを表5に示したࢼ

ਤ 6　1&2 छ୯管ͷຒͷछྨʹΑΔ用ण命

ਤ 7　1&୯管ͷ࿙水Օ所ʹΑΔ用ण命

7 

�4�₃水⟠ᡤにࡼる用ᑑのᕪ 

₃水した⟠ᡤを管㡬、管側、管ᗏの 3 つにศࡅて使用寿命を整⌮したᅗ㸵のࣇࣛࢢから、管体

の₃水⟠ᡤによる᫂確なᕪはぢられないと考える。なお、管㡬s45rは管㡬と管側のቃ界をᣦ

す。 

  

ᅗ 7 3( ༢層管の₃水⟠ᡤにࡼる用ᑑ
管ᗏ 

管ഃ 

管㡬

管㡬s45r 
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6ɽ·ͱΊ
今回の調査݁ՌからҎԼのことがಘられた。
શ国10事業ऀから提ڙいただいた、ഁଛຢは

更新サンプル߹�6ܭ件を用いて寿命推定を行い
ҎԼのがಋき出された。
ᶃç�1���年+*4վਖ਼Ҏ前にされたPE管に
ついて、ຒઃから1छ管では31年、2छ
管では�0年経過すると、漏水のൃ生
が૿Ճし始めるՄੑが示ࠦされた。

ᶄç�ຒઃから、1छ管では�2年、2छ管では
��年経過すると、漏水のൃ生が大෯
に૿Ճし始めるՄੑが 示ࠦされた。

1���年に੍定された+*4 , 6�62水道用ポリエ
チレン管でのن定ੑは、1छ管及び2छ管とも

߱෬ڧ度をج४にしたઃܭをద用しており、PE
管の使用寿命は定されていなかった。その後、
1���年からクリープࢼ験のੑن定が長期ੑ
をج४としたものม更され、200�年からは、
最খ要ڧٻ度（.34）がن定߲目にՃされて
いる。なお、ѹྗの使用件にԠじた*40
12162に४ڌした.34及びదなઃܭのબ
によるઃܭ、ฒびに、関࿈ެ的ن格の要ٻ事
߲をຬする及び࣭管理が実施されてい
るݱ行のPE管は、গなくとも�0年の用年
（使用寿命のԼଆ༧ଌ۠ؒ）が期できる。PE
管を使用されている水道事業ऀ等におかれて
は、্هの内容をߟࢀにして、ຒઃ管のܭը的
な更新に役立ててければいである。

8 

５．「水道用ポリエチレン管」の JIS K 6762（現行；水道用ポリエチレン二層管）の変遷 

ここで、PE 管の規格の変遷から使用寿命に関する考え方について紐解いてみる。

1955 年以降において、仮設用の給水管として LDPE 管は使用されてきたが、PE 管の先駆者で

ある英国規格（BS1958：1953 年）をもとに、社団法人日本水道協会規格 JWWA K 101「水道用

ポリエチレン管」（(1958 年）)が発行され、その後、①水質への影響②管の寸法体系と接続法

及び③機械的強度の検討を経て、1959 年に、日本工業規格(現在の日本産業規格) JIS K 6762「水

道用ポリエチレン管」が発行された。これ以降、水道用給水管として PE 管が普及することにな

った。

初版 JIS では、先行国外規格と同様に、①樹脂の短期性能（耐力；降伏強度）及び②短期耐水

圧性能が、管強度性能に該当する規定項目となっており、管寸法は、機械継手接合の採用から既

設配管用鋼管外径に整合させ、強度規定項目を満足するように管厚さが定められた。なおこの時

点では使用寿命に関する性能規定は盛り込まれていなかった。

その後、1966 年の熱間内圧クリープ試験追加、1982 年の耐塩素水性追加、1993 年の二層管

追加等を経て、1998 年の改正では 1996 年の政府方針による JIS の ISO 規格整合化要請から、で

きる限りの ISO 4427 ；”Plastics piping systems — Polyethylene (PE) pipes and fittings for water 
supply”との整合を図るべく、規格の記述・書式を含めた大幅な改訂が実施された。規格名称も

現在の「水道用ポリエチレン二層管」へ変更され、熱間内圧クリープ試験の規格値が現在と同じ

長期性能を確認する内容となった。2004 年の改正では、材料の長期クリープ強度値に該当する

20℃，50 年で予測された静水圧強度の 97.5 ％の下側予測限界を示す周方向応力とした、「最小

要求強度(MRS)」が規定項目に追加され、考え方も含め少なくとも 50 年の耐用年数（使用寿命

の下側予測区間）が期待できる規格内容となった。試験項目の変遷を表５に示した。

    表５ 主な JIS K 6762（水道用ポリエチレン二層管）の試験項目の変遷 

※上表の記号は、以下のとおり。 

〇：性能基準に規定。（1998 年版と同等の性能基準も含む。） 

△：性能基準に規定。試験条件（周方向応力、試験温度20℃、試験時間24h）は、1998年版で改正された

条件（材料ごとの周方向応力、試験温度 23℃、80℃、試験時間 100h、165h、1000h）と異なる。 

－：規定なし。 

  

改正年 
引張 

試験 

水圧 

試験 

熱間内圧 

クリープ

試験 

塩素水 

試験 

カーボン 

濃度試験 
環境応力 

亀裂試験 

熱安定性

試験 

引張 

破断 

伸び 

カーボン 

分散試験 

1966 〇 〇 △ － － － － － － 

1977 〇 〇 △ － － － － － － 

1982 〇 〇 △ 〇 － － － － － 

1993 〇 〇 △ 〇 〇 〇 － － － 

1998～2019 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

表 5　主ͳ +*4�,�6762（水道用ポリΤνレン二管）ͷ試験߲ͷมભ
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⑨さいたま市

さいたま市ਫಓ事業のྺ࢙と֓ཁɺ
ۙのओཁͳऔ組Έ

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

さいたま市ਫಓ事業管ཧऀ

খౡ　ਖ਼໌

1ɽ͍ͨ͞·ࢢ水ಓͷྺ࢙ͱ֓ۀࣄཁ

さいたま市の水道事業は、ত和12年にӜ和市、
大ٶொ、༩ொ、六௰ଜ及びࡾ橋ଜの1市2ொ2
ଜによるҬ水道として、๛なԼ水を水ݯ
に給水を開始しました。ઃ時の給水ਓޱは
1ສ�ઍਓ、1日最大給水ྔ��00ὗ、ී及
13���でした。その後、ߴ度経ࡁ長期や市
化の進ల等により૿Ճの一్をたどる水ध要に
対Ԡするため、ত和�3年からརࠜ、ߥ水ܥ
を水ݯとする࡛ݝۄӦ水道から水道用水のड水
を開始しました。給水開始からԆ6期にわた
る拡ு事業を経て、ઃ��年をܴえたࡏݱは、
給水ਓ133ޱສਓ、1日ฏۉ給水ྔ3�ສ3ઍὗ、
ී及は΄΅100�となっています。

2ɽ͍ͨ͞·ࢢ水ಓΛऔΓ͘ר՝

本市の水道事業は、શ国の事業ମと同༷に
施ઃの本格的な更新時期をܴえています。今ٺ
後のਓݮޱগが༧ଌされ、ྉۚऩೖが৳びΉ
தでԿにして長期におよͿ॥的更新を行っ
ていくか、更にはカーϘンχϡートラル、4%(T
など、事業ڥのม化を踏まえた新たな施ࡦల
開がॏ要であります。このため、কདྷの水ध要
を見ਾえた施ઃنのదਖ਼化をਤるとともに、
事業のฏ४化を十分ྀߟした施ઃඋをஈ֊的
に行っていかなければなりません。また、සൃ
する・߽Ӎ等の自વ災害、新ڵ感染症の拡
大に対しても、Ҿきଓきదな対Ԡがٻめられ
ています。

3ɽ՝ղܾʹ͚ۙͨ年ͷओཁͳऔΈ

本市では、安શでڧਟな水道を࣋ଓしていく
ため、令和3年3月に「さいたま市水道事業長期
ܭ、定しました。またࡦ（2021ô2030）」をߏ
ը的に事業ల開をਤるため「さいたま市水道事
業த期経Ӧܭը（2021ô202�）」にԊって、ॏ
的にऔりΉき21の「ओ要事業」と「ࢿ・
財政ܭը」を定め、財政とόランスのとれたܭ

設中ͷӜ和浄水場（ত和ݐ 12年ॡ工）

部配水場（令和 3年 12 ݄ॡ工）
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さいたま市に͓ Δ͚څਫஔに
ؔ Δ͢ࡦࢪについて

さいたま市ਫಓہ

ా　༤

ըੑのߴい事業を推進しています。さらに施ઃ
උのํとして、ੈ࣍に݈શな水道施ઃを
Ҿ͙ܧため、「さいたま市水道施ઃߏ࠶ஙܭը」
をࡦ定し、কདྷ的な水ध要を見ਾえた施ઃの౷
ഇ߹やμウンサイδンάなど、よりޮ的な施
ઃඋにऔりんでいます。

4ɽޙࠓͷల։

さいたま市では、「্࣭な生׆市」「౦日本
のத市」をকདྷ市૾として、本市が࣋つ
ポテンシϟルを׆かしたまちͮくりを進めてい

ます。水道事業においては、この市ػをࢧ
えるॏ要なライϑラインとして、ج൫ڧ化をਤ
り、よりڧਟかつ࣋ଓՄな本市水道の実ݱに
向けたऔΈを着実に進めていきます。また、
水道使用に関するΦンラインखଓの拡ॆや水道
管管理ਤのి子Ӿཡのಋೖなど、*$5の׆用や
%9を推進するとともに、スϚートϝーターの
的にઓۃ験的ಋೖ等の新たなऔΈにもੵࢼ
し、市民のօさまに࣭のߴい水道サーϏスをお
ಧけしてまいります。

1ɽ͡Ίʹ

さいたま市水道ہでは、「安શ」「ڧਟ」「࣋ଓ」
をج本理೦として、市民のօさまにৗに৴པさ
れる水道でありଓけるため、「さいたま市水道事
業長期ߏ（2021ô2030）」をࡦ定し、本市水道
のকདྷ૾をお示ししたところです。
本市の水道は、133ສਓの市民生׆はもとよ

り、౦日本のݰ関ޱとしてଟくのا業やަ௨
の集த・݁અする市ػをࢧえるॏ要なイン
ϑラの1つであります。そのॏ要なライϑライ
ンを༬かる立として、よりڧਟな水道をߏங
していくとともに、今後も市民のօさまのࢹ
に立った給水サーϏスの提ڙにશྗをいでま
いります。今回、ごհいたします「給水の
݁化の推進」や「ஷ水૧管理ҙࣝの向্」などは、

͍͞た·市水道事業ظ構（2�21ô2�3�）
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さいたま市水道事業த期経Ӧܭըのதでもओ要
事業としてҐஔͮけ、ॏ的にऔりんでいる
ものです。

2ɽڅ水ஔʹؔ࿈͢Δࡦࢪ

（1）給水ͷ݁Խͷਪਐ
本市では、ஷ水૧におけるӴ生্の題を解

ܾするために、水管からじΌޱまで水道水を
おಧけする݁給水システム（݁ѹํ
ࣜ・݁૿ѹํࣜ）を推進しています。このシ
ステムについては、ฏ1�年からಋೖしており、
令和3年度時では10313౩、��3��ࣨとॱ調
にී及しています。また、ஷ水૧をఫڈし݁
給水ํࣜのସえを検討しているઃஔऀ等に
対しては見ੵりをແྉで提ڙできるよう、さい
たま市管工事業協同߹と「݁工事見ੵり
サーϏスに関する協定」をక݁し、ී及ଅ進を
ਤっています。

（2）ஷ水૧管理ҙࣝͷ上
市内には、令和3年度で11の「ஷج�00

水૧水道」がઃஔされており、そのうち水道๏
による管理がٛ務ͮけられていない「খنஷ
水૧水道」は�ઃஔされています。これج�00
らஷ水૧水道（খنஷ水૧水道・؆қ専用水
道）の管理ҙࣝをߴめ、దな管理を行っても
らうためにઃஔऀ等管理ൃܒจ書をૹして
います。また、খنஷ水૧水道のઃஔऀ等に
対しては、๚検サーϏスを実施し、ஷ水૧
水道の関༩をさらにڧ化することで、水࣭の
安શ管理のపఈをਤっています。

（3）小中学校ҿ用水݁Խਪਐ事業
΄とんどのখத学ߍでは、ࣇಐ生ెはஷ水૧

を経༝した水道水をҿんでいます。本市では、
ޱのじΌߍを୲っていく子どもたちに学ੈ࣍
から水をҿΉश׳をえていってもらうた
め、市内160ߍのখத学ߍのҿ用水݁化を目
。していますࢦ

3ɽۙ年ͷओͳτϐοΫε

（1）指定給水装置工事事業者ͷ指定ͷߋ新੍度
水道๏のվਖ਼にい、ࢦ定給水ஔ工事事業

ऀのࢦ定の更新੍度がಋೖされました。本市で

はطにࢦ定をडけている�00事業ऀを対に、
経過ાஔによってઃ定された༗ޮ期ݶにͮجい
て更新खଓきを実施しています。また、新型コ
ロナウイルス感染症対ࡦとして、ड時のࠞࡶ
をආけるためにड期ؒをઃけ、ਃ書ྨ提出
のためのདྷிは原ଇ༧੍としたうえで、༣ૹ
によるडを行うなどの見しも行ってきまし
た。今後は更に業務の૿Ճが見ࠐまれることか
ら、ޮ化に向けたମ੍をえていくことが必
要とߟえています。

（2）�修સ工事ରԠ指定給水装置工事事業者ͷొ
੍度

本市では、内水道ϝーターの2࣍ଆに
るमસ工事対Ԡࢦ定給水ஔ工事事業ऀのొ
੍度を実施しています。ࡏݱ、मસ工事対Ԡ事
業ऀとして100ऀにొしていただいており、
本੍度によりొされた事業ऀには、市民から
のい߹わせやґཔのհに対してਝ速な対Ԡ
をおئいしています。また、मસ工事対Ԡ事業
ऀの一ཡは、さいたま市水道ہのϗームϖーδ
及びさいたま市水道ہ漏水対Ԡϋンドブック
により水道をར用（子൛及びμウンロード൛）
する市民のօさまに対してく報提ڙを行っ
ています。
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（3）指定給水装置工事事業者研修会ͷ広域開࠵
本市では、ࢦ定給水ஔ工事事業ऀに対して、
必要な報のऔಘ、ٕज़ྗのҡ࣋・向্をਤる
ため、年1回「ࢦ定給水ஔ工事事業ऀ研म会」
を開࠵しています。また、開࠵にあたっては水
道事業ମとࢦ定給水ஔ工事事業ऀのํのޮ
ੑ等の؍から、日本水道協会࡛ࢧݝۄ෦の
৫ྗを׆かし、ݝ内��事業ମと協同のもと、
౦ೆのブロックごとにҬ開࠵を実施して
います。
なお、令和�年度につきましては、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大ࢭ及び%9推進とし
て、Fôラーχンάํࣜを׆用して経අと時ؒを
かけͣޮ的かつޮՌ的に実施してまいりま
す。

4ɽࣾձݙߩͷऔΈ

（1）社会福ࢱब࿑支援事業
　本市では、検定ຬ期などによりҾき্げたݹ
水道ϝーターの分解（ۚଐྨと࢈業ഇغの
分ྨ）をࣾ会ࢱब࿑ࢧԉ施ઃ委ୗすること
により、লエωルΪー化やݯࢿリサイクルの推
進にめるとともに、ো害ऀのब࿑ػ会の提ڙ
にد༩しています。また、本市は令和元年�月
に「4%(Tະདྷ市」としてબ定され༷ʑなス
テークϗルμーと࿈ܞ・協ಇしながら、શிを
挙げて4%(Tのୡに向けた施ࡦにऔりんで
います。本事業もఱવݯࢿからの原ྉ調ୡや࢈
業ഇغのݮ及びো害ऀのब࿑のࢧԉにܨが

るものとして、今後もܧଓして実施してまいり
ます。

指定給水装置工事事業者研修会ͷ͓知Βͤ

水道メーターղ業ݹ
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5ɽ͍ͨ͞·ڠۀࣄࢢಉ߹ͱͷ࿈ܞ

本市では、さいたま市管工事業協同߹と「災
害時における෮چ工事の協ྗに関する協定書」
をక݁し、災害時に水道施ઃ及び関࿈する給水
ஔの෮چ工事の協ྗなど、市民のライϑラ
インをૣ期に֬อ・෮چする役ׂを୲っていた
だいています。ฏ時には「さいたま市総߹災
訓࿅」において、管工事߹と共同で水道施ઃ
の෮چ訓࿅をຖ年実施しています。
また、౦日本大災や۽本を始め、過ڈ
�回にわたって管工事߹にޚ協ྗいただき、
動׆ԉࢧچ෮ٸ民一ମとなってඃ災でのԠ

にऔりんでまいりました。特に۽本のࡍ
には、ൣғにൃ生した漏水をޮ的に෮چし
ૣ期のஅ水解ফをਤるく、水道ہ৬員と管工
事߹との߹同൝ମ੍を編しました。水道ہ
৬員が漏水調査によりഁଛՕॴをൃ見し、これ
を管工事߹がमસしているؒに、水道ہ৬員
は࣍の漏水調査を行うといった࿈ܞにより、一
元的かつ߹理的な෮ࢧچԉができました。Ҿき
ଓき、いざという時の災害にඋえ、定期的な訓
࿅を実施し、更なる民࿈ܞのڧ化をਤってま
いります。

6ɽޙࠓͷల։

本市のਓޱは、2030年ࠒをピークに૿Ճから
、গにసじる༧であり、水ध要においてもݮ
અ水型ثػのී及等により給水ऩӹの৳びは期
できないঢ়گです。このため、今後もҾきଓ
き݈શ経Ӧをҡ࣋していくためには、更なる業
務のޮ化や見しを行い、ݶられたਓ員を༗
用の׆の一のྗ׆用するとともに、民ؒ׆ޮ
もと経Ӧج൫のڧ化をਤっていかなければなり
ません。
このようなத、本市ではコロナՒにࡍして「さ

いたま市σδタルトランスϑΥーϝーシϣン
（%9）推進本෦」をઃஔし、Φンライン化がࠔ
なものをআくશてのखଓについて、令和�年
度までに原ଇΦンライン化を目ࢦすといったج
本ํを掲げました。本市水道においては、݈
શ経Ӧをҡ࣋するため、*$5の׆用や%9の推進、
民ؒྗ׆の׆用など、༷ʑなख๏によりޮ的
な事業ӡӦと市民のօさまの࣭のߴいサーϏ
スの提ڙにめています。今後、σδタル化は
業務や管理分のಋೖも期されていまݱ
すことから、業務վֵ（#P3）により、業務プ
ロセス等の見しをਤるなど、අ用対ޮՌをצ
Ҋしながら*$5のಋೖについて検討を進めてま
いります。

෮چ支援׆ಈͷ༷ࢠ
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1ɽԊֵͱ֓ཁ

当߹は、ত和33（1���）年�月、߹員
20ऀによるதখا業等協同߹๏にͮجく「࡛
。管工事工業協同߹」としてઃ立しましたݝۄ
ฏ13（2001）年�月、Ӝ和市・大ٶ市・༩

市の3市߹ซによる「さいたま市」の生と
ともに「さいたま市管工事業協同߹」と໊শ
ม更し、ฏ1�（200�）年にはさいたま市とؠ
௬市の߹ซにい、ؠ௬市管工事工業協同߹
が解ࢄし当߹に事業をҾきܧいでいます。
ઃ立から6�प年をܴえたࡏݱ、��ऀが߹員

となっていますが、ࣾ会や߹をऔりרく
、によるഇ業などのためࡏෆऀܧのม化、後ڥ
ここ年、߹員はඍݮしているঢ়گです。
これに対して、新たに४߹員のنを定め、
同業ऀの߹Ճೖをଅ進した݁Ռ、13ऀが४
߹員となっています。
また、߹事業׆動の推進と管工事業界の更

なるൃలを目的として、ฏ1�（2002）年�月
にൃしたࢍॿ会員੍度は、ࡐࢿ、ࡏݱϝー
カー、ࡐࢿࣾ、会ܭ事務ॴ、อݥ理ళなど、
当߹と関࿈する60ऀのا業にՃೖいただいて
おります。
くわえて、行政からの安定した業務のडを

Մとするため、当߹ではฏ1�（2003）年
12月にݐઃ業（管工事業、工事業）のڐՄ、
ฏ21（200�）年�月にさいたま市ࢦ定給水
ஔ工事事業ऀのࢦ定、ฏ22（2010）年2月に
धద格߹（ೲೖ・役務）のূ໌をそެ
れͧれऔಘし、ܧଓしています。
なお、当߹の৬員は、事務໊�ہ、水道

ϝーター関࿈業務୲当6໊、漏水等ॳ期׆動業
務୲当2�໊の߹3�໊ܭとなっています。

2ɽ߹ͷऔΈ

（1）組合事業
ᶃࡐࢿ共同ߪങ事業
本事業は、ত和�3（1�6�）年�月からଓくࠜ

的な事業であり、߹員の事業経Ӧのෛ୲ܰװ
を྿Ձ（ྉࡐओに給水）ࡐࢿ、を目的としてݮ
で߹員にൢചしています。

ᶄडୗ業務事業
、からہ当߹では、さいたま市水道、ࡏݱ

水道ϝーター総߹管理業務、水道ϝーターऔସ
業務及びऔସਵ業務、漏水等ॳ期׆動業務を
डୗしています。
w 水道ϝーター総߹管理業務
長年にわたる検定ຬ期にう水道ϝーター

のऔସ業務を௨じて水道ϝーターの管理にਫ਼
௨しており、当事務ॴ・管理ݿがさいたま

⑨さいたま市

さいたま市管工事業協同組合の
沿革と現状について

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

さいたま市管工事業協同組合
理事長　大澤　規郎

水道メーター૯合管理用ݿ

水道メーターݿࡏ管理
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市の΄΅த৺にҐஔし水道ہிࣷとも近いな
どといったٕज़的、理的な༏Ґੑにより、
水道ϝーター管理のޮੑをߴめることなど
を目的として、ฏ2�（2013）年から本業務
をडୗしています。
なお、令和3年度の水道ϝーター管理ݸ
は、検定ຬ期ަ用ϝーターが��新、ݸ��2
ઃ・վ用ϝーターが12ݹΈࡁ使用、ݸ��0
ϝーターは��。となっていますݸ�10
w �水道ϝーターऔସ業務及びऔସਵ業務（୯
Ձܖ）
本業務は、検定ຬ期にう水道ϝーターの
औସえ、必要にԠじたϝーターपลのमસ࡞
業及び存するԖ給水管（ฏ1�年度から22
年度までのԖ給水管解ফ事業により΄΅解ফ
߹業となっており、施工は࡞Έ）のऔସࡁ
員��ऀ（令和3年度）により実施しました。
なお、令和3年度の水道ϝーターऔସ件は
��13̼̼ʙܘޱ）ݸ�11 200̼̼）、मસ及び
Ԗ給水管औସ件は�6件となっています。
w 漏水等ॳ期׆動業務
༵・日༵・ॕ日及び年年始ٳ日をؚΉ
2�時ؒ36�日において、水管、給水ஔに
関する市民からの漏水の௨報・߹せ等のड
やݱ調査を行い、मસが必要な߹はԁ
までの業務となってい͙ܧにमસ業ऀにҾ
ます。なお、令和3年度のड件は336�件、
161調査件は3ݱ件となっています。

ᶅٳ日のमસ等の対Ԡ
༵・日༵・ॕ日及び年年始ٳ日において

Ոఉでの水回りのトラブルがൃ生したとき、安
৺してमસ等の߹せ・ґཔができるように、
Ҭにີ着した工事事業ऀである߹員の協ྗ
により、໊ػ（ྠ番੍）を࡞し、自ओ的
にさいたま市水道ہ提出しています。

ᶆࣾ会ࢱのد
当߹では、さいたま市「;れあいۚجࢱ」

のدをฏ16（200�）年から1�年ؒにわたっ
てଓけています。;れあいۚجࢱは、「さいた
ま市;れあいۚجࢱྫ」にͮجき、ࣾ会
にॆてるたݯ事業の推進に要する経අの財ࢱ
め、市民や団ମからのدۚをੵΈ立てている
ものです。

ᶇ災害用ҿ用水のඋ
当߹では、災害用ҿྉ水として、さいたま

市水道ہがൢചしています「さいたまの水（ア
ルϛϘトル؈、���ὥ、ຯ期ݶ�年ؒ）」を
10000本（1ശ2�本ʷ�20ശ）උしており、ຖ
年100ശ（2�00本）ఔ度をߪೖしೖସをして
ຯ期ݶに対Ԡしています。
なお、ฏ2�（2016）年�月にൃ生しました

000本では、ඃ災に10۽本をࢧԉして
います。

࿙水等ॳ׆ظಈ事所

͍͞た·市͔Βͷँײঢ়

͍͞た·ͷ水උঢ়گ
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（2）福རް生事業
߹員の݈૿߁進を目的として、ຖ年、当
߹会ؗにおいて८回型݈߁அを実施していま
したが、新型コロナウイルス感染症のӨڹをड
けて、実施ॴを民ؒප院の݈センターにม
更し、期ؒを1か月とすることでརศੑをߴめ
ています。対は߹員、そのै業員、及び
߹৬員となっており、昨年度は20�໊がडし
ています。

（3）業քܒ発׆ಈ
w දজ੍度の推ન
ٕ団ମとして、さいたま市が実施する「さ
いたま市ٕऀදজ」に対し、ຖ年߹員の
தからީิऀの推નを行っております。令和
3年度においては、ٕޭ࿑ऀදজ（60࠽Ҏ
্で、30年Ҏ্ै事しているۃめて༏れたٕ
を༗しているऀ）、༏लٕऀදজ（1�年
Ҏ্ै事している༏れたٕを༗している
ऀ）について1໊ͣつडしています。

3ɽ͍ͨ͞·ࢢ水ಓہͱͷ࿈ܞ

当߹は、さいたま市水道ہとのؒで「災害
時における෮چ工事の協ྗに関する協定書」を
క݁し、災害ൃ生において施ઃ等にඃ害が生じ
たとき、෮چ工事に協ྗをすることとしていま
す。
これまで、ฏ2�（2016）年�月にൃ生した

本、ฏ23（2011）年3月にൃ生した౦۽
日本大災などの過ڈ�回、さいたま市（࡛چ
、業団ؚΉ）からの協ྗ要に対しاೆ水道ݝۄ
߹員の協ྗをಘてԠٸ෮چ等にै事していま
す。これは、日ࠒより災害対Ԡのମ੍をҡ࣋し、
さいたま市水道ہと共同で「さいたま市総߹
災訓࿅」にࢀՃするなどの࿈ܞをڧ化してきた
からこそ、ਝ速に対Ԡできたものとೝࣝしてい
ます。
本年も、�月�日に開࠵されました「令和�年

度さいたま市総߹災訓࿅（ݝ市߹同災
訓࿅・さいたま市会）」において、ライϑライ
ンԠٸ෮چ訓࿅にさいたま市水道ہと共同でࢀ
Ճしています。

4ɽ՝ͱల։

શ国の水道工事業界と同༷に、当߹のॴଐ
߹員ا業においても管ٕज़ऀ・ٕऀのߴ
ྸ化やෆ、そしてएखਓࡐの֬อが大きな՝
題となっています。特に、एखਓࡐの֬อにつ
いては、これまでのݐઃ業界の「3,（きつい、
Ԛい、ݥة）」が৬やਓࡐෆの要因となって
いたとߟえられ、ैདྷのイϝーδを১する新
3,（給༩、ٳՋ、希望）」向けて、ॲ۰վળ
やಇきํվֵといったऔには大いに期する
ところです。
また、શ国管工事業協同߹࿈߹会（શ管࿈）

がࡦ定した「これからの管工事業界のために
ôશ管࿈Ϗδϣン2020ô」では、߹׆動のج本
の一つとして、「ࣾ会的なݙߩをՌたすこと」に
より、߹及び߹員ا業はҬから৴པされ
る存ࡏとなることが必要であると示されていま
す。当߹がܧଓして実施しています「さいた
ま市水道ہと࿈ܞした災害時のԠٸ෮׆چ動」、
「༵・日༵・ॕ日及び年年始ٳ日におけるम
સ対Ԡ等の自ओ的ػ」及び「ࣾ会ۚجࢱ
のد」は、Ҭにアピールすきであり、
৴པのྐとなるऔであるとߟえます。今後、
ϗームϖーδ等を׆用し、これらのアピールを
業のイا的に行い、߹、そして߹員ۃੵ
ϝーδアップをਤり、ਓࡐの֬อにܨげて行き
たいとߟえています。

͍͞た·市૯合ࡂ訓練�ôライϑラインԠ急෮چ訓練ô
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ίϩφՒʹ͓͚Δඇ৮ܕ給水装置
ʢͦの �ʣ

ʙࣗಈ水ખのྺ࢙ͱਐԽʙ

一般社団法人日本バルブ工業会

1ɽ͡Ίʹ
昨今の新型コロナウΟルス感染拡大をडけ、
感染ࡦࢭとしてඇ৮関࿈のध要がඇৗ
にߴまっている。そのඇ৮ध要にԠえること
ができるの一つに自動水ખがある。खをࠩ
し出すとセンサが感して水が出る自動水ખ
は、水ખに৮れる事なくుࢭ水できる্に水ખ
やચ໘ثのまわりがԚれにくく、水のࢭめれ
もげるӴ生的かつઅ水ੑに༏れた水ખであ
る。今やެ共施ઃ、業施ઃ、ΦϑΟスでは欠
かせないあたりまえの存ࡏとなっている。
そこで、感染対ࡦとして༗ޮとなるඇ৮型
給水ஔ（ऄޱ）について、2回にわたって解
説していく。

2ɽ�ࣗ ಈ水ખͷྺ࢙
今では֗のいたるところで見かける自動水ખ
だが、ॳの自動水ખ（ਤ1）がൃചされたのは、

さかの΅ること3�年前の1���年だった。当時、
使用ऀはまさか自動で水が出てくるとは༧ଌで
きͣ、水を出すために水ખを௫んだりୟいたり
したਓもいたそうだ。
自動水ખは使用するときだけに水が出るた

め、ແବな水を使うことなくઅ水することがで
きる。また、खにԚれやੴݨがついていても、
水ખを৮ることなくు水させることができるた
め、使いউखがよく、Ӵ生的である。このよう
なઅ水ੑ・རศੑ・Ӵ生ੑがडけೖれられ、自
動水ખは年をうごとにී及してきた。
これまで、ॳの自動水ખからϞσルチΣン

δを܁り返し、「使いউखの向্」と「ڥの
ྀ」のೋつのΩーワードで進化をଓけてきた。

3ɽͷਐԽ

3 上উ手ͷ͍　�1
自動水ખの原理としては水ખ内෦に載した

センサよりޫをরࣹし、ࣹしたޫのྔでखの
༗ແをஅしు水・ࢭ水をする。ॳの自動水
ખではセンサをମにஔしていたが、खを出
すҐஔによりセンサがԠしないことがあり、
使いউखに՝題があった。そこで感的にखを
出してચうことをߟえるとセンサはు水ޱ෦に
あるきというઃࢥܭのもとϞσルチΣンδ
とともにセンサのখ型化をੵΈॏͶてきた。
の自動水ખ（ਤ2）ではセンサのখ型化ਤࡏݱ 1　ॳͷࣗಈ水ખ
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によりσβインੑをଛなうことなくు水෦
ஔすることができ、खを出すҐஔをؾにせͣに
使っていただけるようになっている。

また、前ड़のとおりセンサは返ってくるޫの
ྔを見てखの༗ແをஅしているが、ステンレ
スなどચ໘Ϙウルのૉࡐによってはखがなくと
も༧期せ͵ڧいޫが返ってくる߹がある。こ
のڧいޫが返ってくると、खがあるとޡ検し
ҙਤしないు水にܨがってしまうという՝題が
あった。そこでそのようなޡ検をしないため
にセンサにภޫ൘を内ଂしている。ޫはでද
することができるが、センサからൃしたޫはݱ
進行ํ向に対し֯にいろいろなํ向のに
なっている。このがภޫ൘を௨過することで、

ある特定ํ向のに分解される（ਤ3）。このੑ
࣭をར用したのがセンサである。
ภޫ൘を௨りൈけたある特定ํ向のをମ

にরࣹするとମද໘のঢ়ଶによりҟなった
ࣹを示す。
˔�ステンレス・ڸなど（ද໘がڸ໘্になっ
ているもの）
໘ࣹ（ある特定ํ向のがそのまڸ�　˰
ま返ってくる）

˔�खなど（ද໘がෳࡶなԜತになっているも
の）
˰　�拡ࢄࣹ（いろいろなํ向のになっ
て返ってくる）

センサにはスリットの向きがަするภޫ൘
がࠨӈに一つͣつஔされている。ステンレス
の߹、ภޫ൘を௨ったޫはڸ໘ࣹしてその
ままセンサにろうとするがスリットの向きが
�0度ҟなるภޫ൘を௨るࡍにःஅされる。
一ํ、खをࠩし出した߹、ภޫ൘を௨った

ޫは拡ࢄࣹしてセンサにるためスリットの
向きが�0度ҟなるภޫ൘を௨過するもൃ生し
センサにޫが返りు水するといったΈであ
る（ਤ4）。

ਤ 2　現ࡏͷࣗಈ水ખ

ਤ 3　ภޫ൘センαͷ原理

ਤ 4　ภޫ൘センαͷ組み
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3 ͷ配ྀڥ　�2
ॳの自動水ખは、खをࠩし出したときだけ
ు水することで、2ϋンドルࠞ߹ખなどのϋン
ドルૢ࡞の水ખよりもແବな水を使うことな
く、使用する水ྔをえることができた。ただ
し、当時は使用しているؒのు水ྔの੍ݶはし
ておらͣ、給水ѹによっては使用時にଟくのྔ
の水が使用されていた。
その後のϞσルチΣンδでは、定ྲྀྔหを
載することで給水ѹによらͣ使用時のు水ྔを
一定（�-�分）にし、使用しているؒの水ྔを
した。そこからさらにઅ水化を進めるにあݶ੍
たり、՝題は「खચい感」であった。અ水する
ためにはు水ྔをݮらす必要があるが、ただు
水ྔをݮらすだけでは、十分なखચい感がಘら
れͣ、खચを行うࡍにඇৗにෆշで、使いউख
がѱくなる。そのためྲྀྔでもखચい感をଛ
なわないように、ు水の形ଶをྲྀˠ๐まつと
進化させてきた。（ྲྀɿۭؾをؚまない水ྲྀ、
๐まつɿۭؾをؚΉ水ྲྀ）
๐まつのߏは、খ݀からいよくు出させ
た水と、ۭؾऔりࠐΈޱから水のいによりऔ
りこんだۭؾをྲྀ൘にͿつけることにより֧
፩させ、๐まつঢ়になってు水する（ਤ5）。ۭ
をؚΉことでు水のたっり感をಘるためでؾ
ある。

しかし、このํ๏ではઅ水要ٻがさらにߴ
まったときに十分な๐まつにならͣຬできる
खચい感をಘるにはݶ界であった。

そこで開ൃしたઅ水๐まつは、খ݀からい

よくు出させた水を一୴นにিಥさせる。นに
িಥした水はいがऑまり、ྲྀ൘のख前でۭ
と水がࠞざりやすい෦分を形し、そこに後ؾ
からདྷた水がͿつかることで、ۭؾऔりࠐΈޱ
からޮ的にۭؾをרきࠐΈ、ଟྔにۭؾをؚ
んだ๐まつとなってు水されることをՄとし
た。このઅ水๐まつにより、2-�分というগな
いྲྀྔでもखચい時のखચい感をଛͶることな
く使用できるようになった（ਤ6）。

自動水ખにおいてڥྀにݙߩできる一つ
として自ిൃݾタイプというൃిػを載した
ものがある。この自ిൃݾタイプはు水時の水
ྲྀのྗでӋࠜंを回してൃిし、そのൃిした
ిྗでセンサやి࣓หを動かすことができる
（ਤ7）。

この自ిൃݾタイプのϝリットは大きくࡾつ
ある。

ਤ 5　๐·ͭͷ構

ਤ 6　અ水๐·ͭͷ構

ਤ 発ిタイϓݾࣗ　7
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ᶃ�ి がないॴにもઃஔݯ工事がෆ要でిݯ
Մ
ᶄ�自らൃిするためిؾෆ要。またిס
タイプの༷にిަのखؒなし
ᶅ�ి ڙྗి、ෆ要のためఀి時も使用できݯ
給のࢭまった災害時等も使用Մ
特に্هᶃのిݯ工事がෆ要であることか

ら、新型コロナウΟルスのٸ速な感染拡大のঢ়
Լにおいてಋೖϋードルのさからそれまでگ
とൺよりଟくのお٬༷からධいただいてい
る。
ൃച当ॳはൃిػのൃిྔに対しセンサやి

࣓หを動かすফඅిྗの΄うが大きかったため
2�回�日使用しないと十分なൃిྔをஷめられ
をઃけていた。しかしのফඅిྗݶ੍ͣ
化を進めていくことで、ࡏݱまでに使用回੍
など長ߍった。いまでは学ࢸをແくすまでにݶ
期ٳՋのあるݱでも安৺して使用いただいて
いる。

4ɽޙࠓͷಈ
಄でも৮れたが、新型コロナウΟルスの感

染拡大によりੈのதはӴ生ҙࣝがඇৗにߴまっ
ている。よりӴ生的なચ໘ۭؒをお٬༷にご提
を載した自動「水ەきれいআ」するためにڙ
水ખもऔりଗえている。
きれいআە水とは、水にؚまれるԘ化イΦ

ンをిؾ分解して࡞られるআە分（࣍ѥԘૉ
を使わͣ、水ࡎをؚΉ水であり、ༀやચ（ࢎ
から࡞られる。࣍ѥԘૉࢎは安શੑの؍から
水࣭管理目ඪઃ定߲目のཹԘૉೱ度のൣғ内
で࡞られており、安શで、さらに時ؒがたつと
もとの水にるのでڥにやさしいのが特長で
ある（ਤ�）。
खચいのあと、このきれいআە水を自動で

ໄして見えないԚれやەを分解・আەし、ഉ水
。ちさせることができる࣋のきれいを長ޱ
今後も「Ӵ生」、「շద」、「ڥのྀ」を

࣠に進化をଓけていく。

ਤ �　͖Ε͍আە水ͷイメーδͱ組み
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࿈çࡌ

日之出水道機器株式会社

మ ɾ֖ϘοΫεの՝ղܾͰࣾձΠϯϑϥʹݙߩ

Ԋֵͱ֓ۀࣄཁ　

日೭出水道ثػは1�1�年の業Ҏདྷ、্ 水道、
Լ水道をはじめとし、௨৴、ిྗ、Ψス、؍ܠ
などのライϑラインඋ事業શൠにわたる෯
い開ൃྖҬを対として、શ国ల開している研
究開ൃ型ϝーカーです。ரࡐྉをओとするϚ
ンϗール;た（మ֖）やหᝒ、また、थࢷ
関࿈のとしてはレδンコンクリートϘッ
クスやϝータϘックス等、্Լ水道のమ ・֖Ϙッ
クスをओྗとしてൢചしております。
使しۦはこれまでഓってきたரٕज़をࡏݱ
て、ݐங・や࢈業ػց、インテリア・エク
ステリア等の事業ల開も行っております。

ரͷՄੑΛ୳ࣾ͠ٻձΠϯϑϥඋ
ݙߩʹ
業Ҏདྷ「ர」というࡐྉのՄੑに着目

し、研究開ൃにऔりんでまいりました。্Լ
水道等のࣾ会インϑラඋが進められたߴ度
長期には、それまでී௨ரమが一ൠ的であった
Ϛンϗール;たの࣭ࡐをμクタイルரమとし、
更にమ֖専用࣭ࡐを開ൃして、1�2のॏྔでڧ
度に༏れたものとしました。また、Ϟータリ
θーシϣンによる自動ंの大෯૿Ճをडけて
題化したϚンϗール;たのΨタπΩ૽Իに対
し、ΨタπΩをࢭするߏ（ޯٸडけ）の
Ϛンϗール;たを開ൃし提ڙしてまいりまし
た。ࣾ会インϑラに関わるϝーカーとして、自
ࣾの研究開ൃ、ものͮくりが、インϑラඋ、
Ҿいては市民の安શ・安৺にݙߩするものとな
るようめてきました。ߴ、ࡏݱ度長期に

下水道用మ֖

ফՐખεリッϓデβインమ֖

ห�多ใ表示మ֖

ԣஅଆߔ用άレーνンά

ফՐખ下ຟϢχッτ

หϢχッτ
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උされたࣾ会インϑラのଟくがٺ化をܴえる
なか、ライϑライン関࿈のϚンϗール;たの研
究開ൃのなかでഓってきた専ࣝとٕज़を׆
かして、Ϛンϗールや管࿏等のط存施ઃの長寿
命化やޮ的なҡ࣋管理のための総߹的なι
リϡーシϣンも提ڙしています。

ͷϥΠϯφοϓࡐػࢿ༺水څ

当ࣾは給水用ࡐػࢿとしてओにϝータϘック
スとࢭ水ખᝒをൢചしております。ઃஔՕ
ॴや用్にԠじ、थࢷ、ரమ、খܘޱ用か
ら大ܘޱ用までラインナップしています。ϝー
タϘックス/$Pは、ܰさとՙॏといったج本
ੑにՃえ、ϝータϘックスがઃஔされるपล
ฮにೃ染Ήよう、 ・֖ともにカラーόリエー
シϣンをॆ実させています。また、ՙॏੑを
ॏࢹしたとして、֖ともரమのϝータ
Ϙックスも४උしております。
大型ϝーター用としては、थࢷよりՙॏ

に༏れるரమ֖に、コンクリートよりܰྔ
で施工しやすいレδンコンクリートϘックス
をΈ߹わせた.3をൢചしております。
検時の࡞業ੑをྀߟしたখ֖で、খ֖の
カラーඪ示もՄです。

ʹʹԠͨ͡৽ͨͳιϦϡʔγϣϯ࣌
͚ͯ
当ࣾはரమ、थࢷの্Լ水道用のమ֖・

Ϙックスをத৺に開ൃを行ってきました。
্Լ水道事業はݐઃඋからҡ࣋管理の時
と移行し、業務のޮ化やߴ度化のため*P5や
"*の׆用検討にऔりΉ事業ମが૿えてདྷてい
ます。給水分においては、スϚートϝーター
の実ূや実が進Έ、スϚートϝーターのશ戸
ઃஔを目ඪとする事業ମもいらっしΌいます。
その༷なதで、ரమϝータϘックスがスϚー
トϝーターの௨৴をげるといった題があり
ます。ࡏݱ、ฐࣾでは、ిಁ過ੑを༗するர
మϘックスのٕज़開ൃを進めており、このٕ
ज़を׆用することで、ரమϝータϘックスが
原因となるスϚートϝーターの௨৴ෆྑをվળ
することもՄとࢥわれます。
日೭出水道ثػは、これまでഓったٕज़をج

に、ม化する՝題やχーζにԠえるための新た
なٕज़開ൃを行い、మ֖・Ϙックスに関わる՝
題解ܾを௨じてࣾ会インϑラ及びར用する市民
օさまの安৺・安શにد༩できるよう今後もऔ
りんでࢀります。

ガタπΩ૽ԻΛղܾ͠ た急ޯ配ड͚構ͷϚンホール֖

大ྔܕ水ثϘックε

ரమメータϘックε

日之出水道機器株式会社

沿革と事業概要
日之出水道機器は 1919 年の創業以来、上水道、下水道をはじめとし、通信、電力、ガス、景観などのライフライン整備事業全般
にわたる幅広い開発領域を対象として、全国展開している研究開発型メーカーです。鋳物材料を主とするマンホールふた（鉄蓋）
や仕切弁筺、また、樹脂関連の製品としてはレジンコンクリート製ボックスやメータボックス等、上下水道の鉄蓋・ボックスを
主力製品として製造販売しております。また、現在はこれまで培ってきた鋳物技術を駆使して、建築・土木や産業機械、インテリア・
エクステリア等への事業展開も行っております。

鋳物の可能性を探求し社会インフラ整備に貢献
創業以来「鋳物」という材料の可能性に着目し、研究開発に取り組んで
まいりました。上下水道等の社会インフラ整備が勧められた高度成長期
には、それまではマンホールふたの材質として一般的であった普通鋳鉄
を、ダクタイル鋳鉄とし、更に鉄蓋専用材質を開発して、1/2 の重量で
強度に優れたもとし、また、モータリゼーションによる自動車の大幅増
加を受けて問題化したマンホールふたのガタツキ・騒音に対し、ガタツ
キを防止する構造 ( 急勾配受け ) のマンホールふたを開発し提供してま
いりました。社会インフラに関わるメーカーとして、自社の研究開発、
ものづくりが、インフラ整備、引いては市民の安全・安心に貢献するも
のとなるよう努めてきました。現在、高度成長期に整備された社会イン
フラの多くが老朽化を迎えるなか、上下水道や通信、電力、ガスといっ
たライフライン関連のマンホールふたの研究開発のなかで培ってきた専
門知識と技術を活かして、マンホールや管路等の既存施設の長寿命化や
効率的な維持管理のための総合的なソリューションも提供しています。

給水用資機材のラインナップ
当社は給水用資機材として主にメータボックスと止水栓筺を製造販売しております。設置箇所や用途に応じ、樹脂製、鋳鉄製、
小口径用から大口径用までラインナップしています。メータボックスＮＣＰは、軽さと耐荷重といった基本性能に加え、メータボッ
クスが設置される周辺舗装に馴染むよう、蓋・枠ともにカラーバリエーションを充実させています。また、耐荷重性を重視した
製品として、蓋枠とも鋳鉄製のメータボックスも準備しております。
大型メーター用としては、樹脂製より耐荷重に優れる鋳鉄製蓋に、コンクリート製より軽量で施工しやすいレジンコンクリート
製ボックスを組み合わせた製品MRを販売しております。検針時の作業性を考慮した小蓋付で、小蓋へのカラー標示も可能です。

時代に応じた新たなソリューションに向けて
当社は鋳鉄製、樹脂製の上下水道用の鉄蓋・ボックスを中心に製品開
発を行ってきました。上下水道事業は建設整備から維持管理の時代へ
と移行し、業務の効率化や高度化のため IoT や AI の活用検討に取り
組む事業体が増えて来ています。給水分野においては、スマートメー
ターの実証や実装が進み、スマートメーターの全戸設置を目標とする
事業体もいらっしゃいます。その様な中で、鋳鉄製メータボックスが
スマートメーターの通信を妨げるといった問題があります。現在、弊
社では、電波透過性を有する鋳鉄製ボックスの技術開発を進めており、
この技術を活用することで、鋳鉄製メータボックスが原因となるス
マートメーターの通信不良を改善することも可能と思われます。
日之出水道機器は、これまで培った技術を基に、変化する課題やニー
ズに応えるための新たな技術開発を行い、鉄蓋・ボックスに関わる課
題解決を通じて社会インフラ及び利用する市民皆さまの安心・安全に
寄与できるよう今後も取り組んで参ります。

光沢を抑えた落ち着いたトーンのブラックで、アスファルト
などのダークなトーンの舗装にマッチします。

設置環境に合わせたカラーバリエーション

樹脂製メータボックス
下水道用鉄蓋

消火栓下桝ユニット

仕切弁ユニット

消火栓　耐スリップデザイン鉄蓋

仕切弁　多情報表示鉄蓋

・樹脂製のため非常に軽く、運搬や取り扱いが容易です。
・開口面積が広く、メータの取付作業や交換作業が容易です。
・本体はリブレス構造のため、転圧が容易です。

蓋：フレッシュブルー、本体：ライトグレー

蓋：ブリックブラウン、本体：ライトブラウン

蓋：マットブラック、本体：チャコールグレー

きれいな水をイメージした明るいブルーで、コンクリート
などの明るめの舗装にマッチします。

レンガをイメージした個性的なブラウンで、ブラウン系の
タイルやインターロッキングにマッチします。

その他の主な特長

横断側溝用グレーチング 大型量水器ボックス

鋳鉄製メータボックス

ガタツキ騒音問題を解決した初の急勾配受構造のマンホール蓋

थࢷメータϘックε

日之出水道機器株式会社

沿革と事業概要
日之出水道機器は 1919 年の創業以来、上水道、下水道をはじめとし、通信、電力、ガス、景観などのライフライン整備事業全般
にわたる幅広い開発領域を対象として、全国展開している研究開発型メーカーです。鋳物材料を主とするマンホールふた（鉄蓋）
や仕切弁筺、また、樹脂関連の製品としてはレジンコンクリート製ボックスやメータボックス等、上下水道の鉄蓋・ボックスを
主力製品として製造販売しております。また、現在はこれまで培ってきた鋳物技術を駆使して、建築・土木や産業機械、インテリア・
エクステリア等への事業展開も行っております。

鋳物の可能性を探求し社会インフラ整備に貢献
創業以来「鋳物」という材料の可能性に着目し、研究開発に取り組んで
まいりました。上下水道等の社会インフラ整備が勧められた高度成長期
には、それまではマンホールふたの材質として一般的であった普通鋳鉄
を、ダクタイル鋳鉄とし、更に鉄蓋専用材質を開発して、1/2 の重量で
強度に優れたもとし、また、モータリゼーションによる自動車の大幅増
加を受けて問題化したマンホールふたのガタツキ・騒音に対し、ガタツ
キを防止する構造 ( 急勾配受け ) のマンホールふたを開発し提供してま
いりました。社会インフラに関わるメーカーとして、自社の研究開発、
ものづくりが、インフラ整備、引いては市民の安全・安心に貢献するも
のとなるよう努めてきました。現在、高度成長期に整備された社会イン
フラの多くが老朽化を迎えるなか、上下水道や通信、電力、ガスといっ
たライフライン関連のマンホールふたの研究開発のなかで培ってきた専
門知識と技術を活かして、マンホールや管路等の既存施設の長寿命化や
効率的な維持管理のための総合的なソリューションも提供しています。

給水用資機材のラインナップ
当社は給水用資機材として主にメータボックスと止水栓筺を製造販売しております。設置箇所や用途に応じ、樹脂製、鋳鉄製、
小口径用から大口径用までラインナップしています。メータボックスＮＣＰは、軽さと耐荷重といった基本性能に加え、メータボッ
クスが設置される周辺舗装に馴染むよう、蓋・枠ともにカラーバリエーションを充実させています。また、耐荷重性を重視した
製品として、蓋枠とも鋳鉄製のメータボックスも準備しております。
大型メーター用としては、樹脂製より耐荷重に優れる鋳鉄製蓋に、コンクリート製より軽量で施工しやすいレジンコンクリート
製ボックスを組み合わせた製品MRを販売しております。検針時の作業性を考慮した小蓋付で、小蓋へのカラー標示も可能です。

時代に応じた新たなソリューションに向けて
当社は鋳鉄製、樹脂製の上下水道用の鉄蓋・ボックスを中心に製品開
発を行ってきました。上下水道事業は建設整備から維持管理の時代へ
と移行し、業務の効率化や高度化のため IoT や AI の活用検討に取り
組む事業体が増えて来ています。給水分野においては、スマートメー
ターの実証や実装が進み、スマートメーターの全戸設置を目標とする
事業体もいらっしゃいます。その様な中で、鋳鉄製メータボックスが
スマートメーターの通信を妨げるといった問題があります。現在、弊
社では、電波透過性を有する鋳鉄製ボックスの技術開発を進めており、
この技術を活用することで、鋳鉄製メータボックスが原因となるス
マートメーターの通信不良を改善することも可能と思われます。
日之出水道機器は、これまで培った技術を基に、変化する課題やニー
ズに応えるための新たな技術開発を行い、鉄蓋・ボックスに関わる課
題解決を通じて社会インフラ及び利用する市民皆さまの安心・安全に
寄与できるよう今後も取り組んで参ります。

光沢を抑えた落ち着いたトーンのブラックで、アスファルト
などのダークなトーンの舗装にマッチします。

設置環境に合わせたカラーバリエーション

樹脂製メータボックス
下水道用鉄蓋

消火栓下桝ユニット

仕切弁ユニット

消火栓　耐スリップデザイン鉄蓋

仕切弁　多情報表示鉄蓋

・樹脂製のため非常に軽く、運搬や取り扱いが容易です。
・開口面積が広く、メータの取付作業や交換作業が容易です。
・本体はリブレス構造のため、転圧が容易です。

蓋：フレッシュブルー、本体：ライトグレー

蓋：ブリックブラウン、本体：ライトブラウン

蓋：マットブラック、本体：チャコールグレー

きれいな水をイメージした明るいブルーで、コンクリート
などの明るめの舗装にマッチします。

レンガをイメージした個性的なブラウンで、ブラウン系の
タイルやインターロッキングにマッチします。

その他の主な特長

横断側溝用グレーチング 大型量水器ボックス

鋳鉄製メータボックス

ガタツキ騒音問題を解決した初の急勾配受構造のマンホール蓋
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令和４年度 
　　給水装置工事
　主任技術者試験問題

1

公 衆 衛 生 概 論

問題　1  水道法において定義されている水道事業等に関する次の記述のうち、不適当なものはどれ

か。

⑴ 水道事業とは、一般の需要に応じて、水道により水を供給する事業をいう。ただし、給

水人口が 100 人以下である水道によるものを除く。

⑵ 簡易水道事業とは、水道事業のうち、給水人口が 5,000 人以下の事業をいう。

⑶ 水道用水供給事業とは、水道により、水道事業者に対してその用水を供給する事業をい

う。

⑷ 簡易専用水道とは、水道事業の用に供する水道及び専用水道以外の水道であって、水道

事業から受ける水のみを水源とするもので、水道事業からの水を受けるために設けられる

水槽の有効容量の合計が 100 m3以下のものを除く。

問題　2  水道水の水質基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 味や臭気は、水質基準項目に含まれている。

⑵ 一般細菌の基準値は、「検出されないこと」とされている。

⑶ 総トリハロメタンとともに、トリハロメタン類のうち 4 物質について各々基準値が定め

られている。

⑷ 水質基準は、最新の科学的知見に照らして改正される。
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公 衆 衛 生 概 論

問題　1  水道法において定義されている水道事業等に関する次の記述のうち、不適当なものはどれ

か。

⑴ 水道事業とは、一般の需要に応じて、水道により水を供給する事業をいう。ただし、給

水人口が 100 人以下である水道によるものを除く。

⑵ 簡易水道事業とは、水道事業のうち、給水人口が 5,000 人以下の事業をいう。

⑶ 水道用水供給事業とは、水道により、水道事業者に対してその用水を供給する事業をい

う。

⑷ 簡易専用水道とは、水道事業の用に供する水道及び専用水道以外の水道であって、水道

事業から受ける水のみを水源とするもので、水道事業からの水を受けるために設けられる

水槽の有効容量の合計が 100 m3以下のものを除く。

問題　2  水道水の水質基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 味や臭気は、水質基準項目に含まれている。

⑵ 一般細菌の基準値は、「検出されないこと」とされている。

⑶ 総トリハロメタンとともに、トリハロメタン類のうち 4 物質について各々基準値が定め

られている。

⑷ 水質基準は、最新の科学的知見に照らして改正される。

2

問題　3  塩素消毒及び残留塩素に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 残留塩素には遊離残留塩素と結合残留塩素がある。消毒効果は結合残留塩素の方が強く、

残留効果は遊離残留塩素の方が持続する。

⑵ 遊離残留塩素には、次亜塩素酸と次亜塩素酸イオンがある。

⑶ 水道水質基準に適合した水道水では、遊離残留塩素のうち、次亜塩素酸の存在比が高い

ほど、消毒効果が高い。

⑷ 一般に水道で使用されている塩素系消毒剤としては、次亜塩素酸ナトリウム、液化塩素

（液体塩素）、次亜塩素酸カルシウム（高度さらし粉を含む）がある。
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水 道 行 政

3

水 道 行 政

問題　4  水道事業者等の水質管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道により供給される水が水質基準に適合しないおそれがある場合は臨時の検査を行う。

⑵ 水質検査に供する水の採取の場所は、給水栓を原則とし、水道施設の構造等を考慮して、

当該水道により供給される水が水質基準に適合するかどうかを判断することができる場所

を選定する。

⑶ 水道法施行規則に規定する衛生上必要な措置として、取水場、貯水池、導水渠、浄水場、

配水池及びポンプ井は、常に清潔にし、水の汚染防止を充分にする。

⑷ 水質検査を行ったときは、これに関する記録を作成し、水質検査を行った日から起算し

て 1 年間、これを保存しなければならない。

問題　5  簡易専用水道の管理基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 有害物や汚水等によって水が汚染されるのを防止するため、水槽の点検等の必要な措置

を講じる。

⑵ 設置者は、毎年 1 回以上定期に、その水道の管理について、地方公共団体の機関又は厚

生労働大臣の登録を受けた者の検査を受けなければならない。

⑶ 供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、直ちに給水を停止し、

かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させる措置を講じる。

⑷ 給水栓により供給する水に異常を認めたときは、水道水質基準の全項目について水質検

査を行わなければならない。

3

水 道 行 政

問題　4  水道事業者等の水質管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道により供給される水が水質基準に適合しないおそれがある場合は臨時の検査を行う。

⑵ 水質検査に供する水の採取の場所は、給水栓を原則とし、水道施設の構造等を考慮して、

当該水道により供給される水が水質基準に適合するかどうかを判断することができる場所

を選定する。

⑶ 水道法施行規則に規定する衛生上必要な措置として、取水場、貯水池、導水渠、浄水場、

配水池及びポンプ井は、常に清潔にし、水の汚染防止を充分にする。

⑷ 水質検査を行ったときは、これに関する記録を作成し、水質検査を行った日から起算し

て 1 年間、これを保存しなければならない。

問題　5  簡易専用水道の管理基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 有害物や汚水等によって水が汚染されるのを防止するため、水槽の点検等の必要な措置

を講じる。

⑵ 設置者は、毎年 1 回以上定期に、その水道の管理について、地方公共団体の機関又は厚

生労働大臣の登録を受けた者の検査を受けなければならない。

⑶ 供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、直ちに給水を停止し、

かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させる措置を講じる。

⑷ 給水栓により供給する水に異常を認めたときは、水道水質基準の全項目について水質検

査を行わなければならない。
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4

問題　6  指定給水装置工事事業者の 5 年ごとの更新時に、水道事業者が確認することが望ましい事
項に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア　指定給水装置工事事業者の受注実績

イ　給水装置工事主任技術者等の研修会の受講状況

ウ　適切に作業を行うことができる技能を有する者の従事状況

エ　指定給水装置工事事業者の講習会の受講実績

ア イ ウ エ
⑴  正 正 正 正
⑵  正 誤 正 正
⑶  誤 誤 正 誤
⑷  誤 正 誤 誤
⑸  誤 正 正 正

問題　7  水道法に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 国、都道府県及び市町村は水道の基盤の強化に関する施策を策定し、推進又は実施する
よう努めなければならない。

イ 国は広域連携の推進を含む水道の基盤を強化するための基本方針を定め、都道府県は基
本方針に基づき、水道基盤強化計画を定めなければならない。

ウ 水道事業者等は、水道施設を適切に管理するための水道施設台帳を作成し、保管しなけ
ればならない。

エ 指定給水装置工事事業者の 5 年ごとの更新制度が導入されたことに伴って、給水装置工
事主任技術者も 5 年ごとに更新を受けなければならない。

ア イ ウ エ
⑴  正 誤 誤 正
⑵  正 正 誤 誤
⑶  誤 誤 正 正
⑷  正 誤 正 誤
⑸  誤 正 誤 正

4

問題　6  指定給水装置工事事業者の 5 年ごとの更新時に、水道事業者が確認することが望ましい事
項に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア　指定給水装置工事事業者の受注実績

イ　給水装置工事主任技術者等の研修会の受講状況

ウ　適切に作業を行うことができる技能を有する者の従事状況

エ　指定給水装置工事事業者の講習会の受講実績

ア イ ウ エ
⑴  正 正 正 正
⑵  正 誤 正 正
⑶  誤 誤 正 誤
⑷  誤 正 誤 誤
⑸  誤 正 正 正

問題　7  水道法に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 国、都道府県及び市町村は水道の基盤の強化に関する施策を策定し、推進又は実施する
よう努めなければならない。

イ 国は広域連携の推進を含む水道の基盤を強化するための基本方針を定め、都道府県は基
本方針に基づき、水道基盤強化計画を定めなければならない。

ウ 水道事業者等は、水道施設を適切に管理するための水道施設台帳を作成し、保管しなけ
ればならない。

エ 指定給水装置工事事業者の 5 年ごとの更新制度が導入されたことに伴って、給水装置工
事主任技術者も 5 年ごとに更新を受けなければならない。

ア イ ウ エ
⑴  正 誤 誤 正
⑵  正 正 誤 誤
⑶  誤 誤 正 正
⑷  正 誤 正 誤
⑸  誤 正 誤 正
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問題　8  水道法第 14 条の供給規程が満たすべき要件に関する次の記述のうち、不適当なものはど

れか。

⑴ 水道事業者及び指定給水装置工事事業者の責任に関する事項並びに給水装置工事の費用

の負担区分及びその額の算出方法が、適正かつ明確に定められていること。

⑵ 料金が、能率的な経営の下における適正な原価に照らし、健全な経営を確保することが

できる公正妥当なものであること。

⑶ 特定の者に対して不当な差別的取扱いをするものでないこと。

⑷ 貯水槽水道が設置される場合においては、貯水槽水道に関し、水道事業者及び当該貯水

槽水道の設置者の責任に関する事項が、適正かつ明確に定められていること。

問題　9  水道施設運営権に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 地方公共団体である水道事業者は、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進

に関する法律（以下本問においては「民間資金法」という。）の規定により、水道施設運営等

事業に係る公共施設等運営権を設定しようとするときは、あらかじめ、都道府県知事の許

可を受けなければならない。

⑵ 水道施設運営等事業は、地方公共団体である水道事業者が民間資金法の規定により水道

施設運営権を設定した場合に限り、実施することができる。

⑶ 水道施設運営権を有する者が、水道施設運営等事業を実施する場合には、水道事業経営

の認可を受けることを要しない。

⑷ 水道施設運営権を有する者は、水道施設運営等事業について技術上の業務を担当させる

ため、水道施設運営等事業技術管理者を置かなければならない。

5

問題　8  水道法第 14 条の供給規程が満たすべき要件に関する次の記述のうち、不適当なものはど

れか。

⑴ 水道事業者及び指定給水装置工事事業者の責任に関する事項並びに給水装置工事の費用

の負担区分及びその額の算出方法が、適正かつ明確に定められていること。

⑵ 料金が、能率的な経営の下における適正な原価に照らし、健全な経営を確保することが

できる公正妥当なものであること。

⑶ 特定の者に対して不当な差別的取扱いをするものでないこと。

⑷ 貯水槽水道が設置される場合においては、貯水槽水道に関し、水道事業者及び当該貯水

槽水道の設置者の責任に関する事項が、適正かつ明確に定められていること。

問題　9  水道施設運営権に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 地方公共団体である水道事業者は、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進

に関する法律（以下本問においては「民間資金法」という。）の規定により、水道施設運営等

事業に係る公共施設等運営権を設定しようとするときは、あらかじめ、都道府県知事の許

可を受けなければならない。

⑵ 水道施設運営等事業は、地方公共団体である水道事業者が民間資金法の規定により水道

施設運営権を設定した場合に限り、実施することができる。

⑶ 水道施設運営権を有する者が、水道施設運営等事業を実施する場合には、水道事業経営

の認可を受けることを要しない。

⑷ 水道施設運営権を有する者は、水道施設運営等事業について技術上の業務を担当させる

ため、水道施設運営等事業技術管理者を置かなければならない。
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給 水 装 置 工 事 法

問題　10 水道法施行規則第 36 条の指定給水装置工事事業者の事業の運営に関する次の記述の 

内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

水道法施行規則第 36 条第 1 項第 2 号に規定する「適切に作業を行うことができる技能を

有する者」とは、配水管への分水栓の取付け、配水管の穿孔、給水管の接合等の配水管から

給水管を分岐する工事に係る作業及び当該分岐部から ア までの配管工事に係る作業

について、配水管その他の地下埋設物に変形、破損その他の異常を生じさせることがないよ

う、適切な イ 、 ウ 、地下埋設物の エ の方法を選択し、正確な作業

を実施することができる者をいう。

ア イ ウ エ

⑴ 水道メーター 給水用具 工程 移設

⑵ 宅 地 内 給水用具 工程 防護

⑶ 水道メーター 資 機 材 工法 防護

⑷ 止 水 栓 資 機 材 工法 移設

⑸ 宅 地 内 給水用具 工法 移設

7

問題　11 給水管の取出しに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 配水管を断水してＴ字管、チーズ等により給水管を取り出す場合は、断水に伴う需要者

への広報等に時間を要するので、充分に余裕を持って水道事業者と協議し、断水作業、通

水作業等の作業時間、雨天時の対応等を確認する。

イ ダクタイル鋳鉄管の分岐穿孔に使用するサドル付分水栓用ドリルは、エポキシ樹脂粉体

塗装の場合とモルタルライニング管の場合とでは、形状が異なる。

ウ ダクタイル鋳鉄管のサドル付分水栓等による穿孔箇所には、穿孔部のさびこぶ発生防止

のため、水道事業者が指定する防食コアを装着する。

エ 不断水分岐作業の場合には、分岐作業終了後に充分に排水すれば、水質確認を行わなく

てもよい。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 正 誤

⑵  誤 誤 正 誤

⑶  誤 正 誤 正

⑷  正 正 誤 正

⑸  正 正 誤 誤
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問題　12 配水管からの分岐穿孔に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 割Ｔ字管は、配水管の管軸頂部にその中心線がくるように取り付け、給水管の取出し方

向及び割Ｔ字管が管軸方向から見て傾きがないか確認する。

⑵ ダクタイル鋳鉄管からの分岐穿孔の場合、割Ｔ字管の取り付け後、分岐部に水圧試験用

治具を取り付けて加圧し、水圧試験を行う。負荷水圧は、常用圧力+0.5 MPa 以下とし、

最大 1.25 MPa とする。

⑶ 割Ｔ字管を用いたダクタイル鋳鉄管からの分岐穿孔の場合、穿孔はストローク管理を確

実に行う。また、穿孔中はハンドルの回転が重く感じ、センタードリルの穿孔が終了する

とハンドルの回転は軽くなる。

⑷ 割Ｔ字管を用いたダクタイル鋳鉄管からの分岐穿孔の場合、防食コアを穿孔した孔に

セットしたら、拡張ナットをラチェットスパナで締め付ける。規定量締付け後、拡張ナッ

トを緩める。

⑸ ダクタイル鋳鉄管に装着する防食コアの挿入機及び防食コアは、製造者及び機種等によ

り取扱いが異なるので、必ず取扱説明書を読んで器具を使用する。
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問題　13 給水管の明示に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 道路管理者と水道事業者等道路地下占用者の間で協議した結果に基づき、占用物埋設工

事の際に埋設物頂部と路面の間に折り込み構造の明示シートを設置している場合がある。

イ 道路部分に布設する口径 75 mm 以上の給水管には、明示テープ等により管を明示しな

ければならない。

ウ 道路部分に給水管を埋設する際に設置する明示シートは、水道事業者の指示により、指

定された仕様のものを任意の位置に設置する。

エ 明示テープの色は、水道管は青色、ガス管は緑色、下水道管は茶色とされている。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 正

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 正 誤 正

⑷  正 誤 正 誤

⑸  誤 正 正 誤

10

問題　14 水道メーターの設置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ メーターますは、水道メーターの呼び径が 50 mm 以上の場合はコンクリートブロック、

現場打ちコンクリート、金属製等で、上部に鉄蓋を設置した構造とするのが一般的である。

⑵ 水道メーターの設置は、原則として道路境界線に最も近接した宅地内で、メーターの計

量及び取替え作業が容易であり、かつ、メーターの損傷、凍結等のおそれがない位置とす

る。

⑶ 水道メーターの設置に当たっては、メーターに表示されている流水方向の矢印を確認し

た上で水平に取り付ける。

⑷ 集合住宅の配管スペース内の水道メーター回りは弁栓類、継手が多く、漏水が発生しや

すいため、万一漏水した場合でも、居室側に浸水しないよう、防水仕上げ、水抜き等を考

慮する必要がある。

⑸ 集合住宅等の複数戸に直結増圧式等で給水する建物の親メーターにおいては、ウォー

ターハンマーを回避するため、メーターバイパスユニットを設置する方法がある。
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問題　15 スプリンクラーに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 消防法の適用を受ける水道直結式スプリンクラー設備の設置に当たり、分岐する配水管

からスプリンクラーヘッドまでの水理計算及び給水管、給水用具の選定は、給水装置工事

主任技術者が行う。

イ 消防法の適用を受けない住宅用スプリンクラーは、停滞水が生じないよう日常生活にお

いて常時使用する水洗便器や台所水栓等の末端給水栓までの配管途中に設置する。

ウ 消防法の適用を受ける乾式配管方式の水道直結式スプリンクラー設備は、消火時の水量

をできるだけ多くするため、給水管分岐部と電動弁との間を長くすることが望ましい。

エ 平成 19 年の消防法改正により、一定規模以上のグループホーム等の小規模社会福祉施

設にスプリンクラーの設置が義務付けられた。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 正 誤 正

⑷  正 誤 誤 正

⑸  誤 正 正 誤
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問題　16 給水装置の構造及び材質の基準に関する省令に関する次の記述のうち、不適当なものはど

れか。

⑴ 給水装置の接合箇所は、水圧に対する充分な耐力を確保するためその構造及び材質に応

じた適切な接合が行われたものでなければならない。

⑵ 弁類（耐寒性能基準に規定するものを除く。）は、耐久性能基準に適合したものを用いる。

⑶ 給水管及び給水用具は、最終の止水機構の流出側に設置される給水用具を含め、耐圧性

能基準に適合したものを用いる。

⑷ 配管工事に当たっては、管種、使用する継手、施工環境及び施工技術等を考慮し、最も

適当と考えられる接合方法及び工具を用いる。

問題　17 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水圧、水撃作用等により給水管が離脱するおそれのある場所には、適切な離脱防止のた

めの措置を講じる。

⑵ 宅地内の主配管は、家屋の基礎の外回りに布設することを原則とし、スペースなどの問

題でやむを得ず構造物の下を通過させる場合は、さや管を設置しその中に配管する。

⑶ 配管工事に当たっては、漏水によるサンドブラスト現象などにより他企業埋設物への損

傷を防止するため、他の埋設物との離隔は原則として 30 cm 以上確保する。

⑷ 地階あるいは 2 階以上に配管する場合は、原則として階ごとに止水栓を設置する。

⑸ 給水管を施工上やむを得ず曲げ加工して配管する場合、曲げ配管が可能な材料としては、

ライニング鋼管、銅管、ポリエチレン二層管がある。

12

問題　16 給水装置の構造及び材質の基準に関する省令に関する次の記述のうち、不適当なものはど

れか。

⑴ 給水装置の接合箇所は、水圧に対する充分な耐力を確保するためその構造及び材質に応

じた適切な接合が行われたものでなければならない。
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⑶ 給水管及び給水用具は、最終の止水機構の流出側に設置される給水用具を含め、耐圧性

能基準に適合したものを用いる。

⑷ 配管工事に当たっては、管種、使用する継手、施工環境及び施工技術等を考慮し、最も

適当と考えられる接合方法及び工具を用いる。

問題　17 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水圧、水撃作用等により給水管が離脱するおそれのある場所には、適切な離脱防止のた

めの措置を講じる。

⑵ 宅地内の主配管は、家屋の基礎の外回りに布設することを原則とし、スペースなどの問

題でやむを得ず構造物の下を通過させる場合は、さや管を設置しその中に配管する。

⑶ 配管工事に当たっては、漏水によるサンドブラスト現象などにより他企業埋設物への損

傷を防止するため、他の埋設物との離隔は原則として 30 cm 以上確保する。

⑷ 地階あるいは 2 階以上に配管する場合は、原則として階ごとに止水栓を設置する。

⑸ 給水管を施工上やむを得ず曲げ加工して配管する場合、曲げ配管が可能な材料としては、

ライニング鋼管、銅管、ポリエチレン二層管がある。



Vol.24  No.1  2023. 冬季（新年）号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

36

13

問題　18 給水管及び給水用具の選定に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのう

ち、適当なものはどれか。

給水管及び給水用具は、配管場所の施工条件や設置環境、将来の維持管理等を考慮して選

定する。

配水管の取付口から ア までの使用材料等については、地震対策並びに漏水時及び

災害時等の イ を円滑かつ効率的に行う観点から、 ウ が指定している場合が

多いので確認する。

ア イ ウ

⑴ 水道メーター 応急給水 厚生労働省

⑵ 止 水 栓 緊急工事 厚生労働省

⑶ 止 水 栓 応急給水 水道事業者

⑷ 水道メーター 緊急工事 水道事業者

問題　19 各種の水道管の継手及び接合方法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ステンレス鋼鋼管のプレス式継手による接合は、専用締付け工具を使用するもので、短

時間に接合ができ、高度な技術を必要としない方法である。

⑵ ダクタイル鋳鉄管の NS 形及び GX 形継手は、大きな伸縮余裕、曲げ余裕をとっている

ため、管体に無理な力がかかることなく継手の動きで地盤の変動に適応することができる。

⑶ 水道給水用ポリエチレン管の EF 継手による接合は、融着作業中の EF 接続部に水が付

着しないように、ポンプによる充分な排水を行う。

⑷ 硬質塩化ビニルライニング鋼管のねじ接合において、管の切断はパイプカッター、チッ

プソーカッター、ガス切断等を使用して、管軸に対して直角に切断する。

⑸ 銅管の接合には継手を使用するが、25 mm 以下の給水管の直管部は、胴接ぎとするこ

とができる。

13

問題　18 給水管及び給水用具の選定に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのう

ち、適当なものはどれか。
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定する。

配水管の取付口から ア までの使用材料等については、地震対策並びに漏水時及び
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多いので確認する。

ア イ ウ

⑴ 水道メーター 応急給水 厚生労働省

⑵ 止 水 栓 緊急工事 厚生労働省

⑶ 止 水 栓 応急給水 水道事業者

⑷ 水道メーター 緊急工事 水道事業者

問題　19 各種の水道管の継手及び接合方法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ステンレス鋼鋼管のプレス式継手による接合は、専用締付け工具を使用するもので、短

時間に接合ができ、高度な技術を必要としない方法である。

⑵ ダクタイル鋳鉄管の NS 形及び GX 形継手は、大きな伸縮余裕、曲げ余裕をとっている

ため、管体に無理な力がかかることなく継手の動きで地盤の変動に適応することができる。

⑶ 水道給水用ポリエチレン管の EF 継手による接合は、融着作業中の EF 接続部に水が付

着しないように、ポンプによる充分な排水を行う。

⑷ 硬質塩化ビニルライニング鋼管のねじ接合において、管の切断はパイプカッター、チッ

プソーカッター、ガス切断等を使用して、管軸に対して直角に切断する。

⑸ 銅管の接合には継手を使用するが、25 mm 以下の給水管の直管部は、胴接ぎとするこ

とができる。
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給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 給水装置に関わる規定に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置が水道法に定める給水装置の構造及び材質の基準に適合しない場合、水道事業

者は供給規程の定めるところにより、給水契約の申し込みの拒否又は給水停止ができる。

⑵ 水道事業者は、給水区域において給水装置工事を適正に施行することができる者を指定

できる。

⑶ 水道事業者は、使用中の給水装置について、随時現場立ち入り検査を行うことができる。

⑷ 水道技術管理者は、給水装置工事終了後、水道技術管理者本人又はその者の監督の下、

給水装置の構造及び材質の基準に適合しているか否かの検査を実施しなければならない。

問題　21 以下の給水用具のうち、通常の使用状態において、浸出性能基準の適用対象外となるもの

の組み合わせとして、適当なものはどれか。

ア 食器洗い機

イ 受水槽用ボールタップ

ウ 冷水機

エ 散水栓

⑴ ア、イ

⑵ ア、ウ

⑶ ア、エ

⑷ イ、ウ

⑸ イ、エ

14

給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 給水装置に関わる規定に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置が水道法に定める給水装置の構造及び材質の基準に適合しない場合、水道事業

者は供給規程の定めるところにより、給水契約の申し込みの拒否又は給水停止ができる。

⑵ 水道事業者は、給水区域において給水装置工事を適正に施行することができる者を指定

できる。

⑶ 水道事業者は、使用中の給水装置について、随時現場立ち入り検査を行うことができる。

⑷ 水道技術管理者は、給水装置工事終了後、水道技術管理者本人又はその者の監督の下、

給水装置の構造及び材質の基準に適合しているか否かの検査を実施しなければならない。

問題　21 以下の給水用具のうち、通常の使用状態において、浸出性能基準の適用対象外となるもの

の組み合わせとして、適当なものはどれか。

ア 食器洗い機

イ 受水槽用ボールタップ

ウ 冷水機

エ 散水栓

⑴ ア、イ

⑵ ア、ウ

⑶ ア、エ

⑷ イ、ウ

⑸ イ、エ
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問題　22 給水装置の負圧破壊性能基準に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものは

どれか。

ア 水受け部と吐水口が一体の構造であり、かつ水受け部の越流面と吐水口の間が分離され

ていることにより水の逆流を防止する構造の給水用具は、負圧破壊性能試験により流入側

からマイナス 20 kPa の圧力を加えたとき、吐水口から水を引き込まないこととされてい

る。

イ バキュームブレーカとは、器具単独で販売され、水受け容器からの取付け高さが施工時

に変更可能なものをいう。

ウ バキュームブレーカは、負圧破壊性能試験により流入側からマイナス 20 kPa の圧力を

加えたとき、バキュームブレーカに接続した透明管内の水位の上昇が 75 mm を超えない

こととされている。

エ 負圧破壊装置を内部に備えた給水用具とは、製品の仕様として負圧破壊装置の位置が施

工時に変更可能なものをいう。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 正 誤 誤

⑶  誤 誤 誤 正

⑷  正 誤 正 誤

⑸  正 誤 正 正
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問題　23 給水装置の耐久性能基準に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれ

か。

ア 耐久性能基準は、頻繁に作動を繰り返すうちに弁類が故障し、その結果、給水装置の耐

圧性、逆流防止等に支障が生じることを防止するためのものである。

イ 耐久性能基準は、制御弁類のうち機械的・自動的に頻繁に作動し、かつ通常消費者が自

らの意思で選択し、又は設置・交換しないような弁類に適用される。

ウ 耐久性能試験において、弁類の開閉回数は 10 万回とされている。

エ 耐久性能基準の適用対象は、弁類単体として製造・販売され、施工時に取り付けられる

ものに限られている。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 正 誤

⑵  正 誤 正 正

⑶  誤 正 正 正

⑷  正 正 誤 正

⑸  正 正 正 正
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問題　24 水道水の汚染防止に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 末端部が行き止まりとなる給水装置は、停滞水が生じ、水質が悪化するおそれがあるた

め極力避ける。やむを得ず行き止まり管となる場合は、末端部に排水機構を設置する。

⑵ 合成樹脂管をガソリンスタンド、自動車整備工場等に埋設配管する場合は、油分などの

浸透を防止するため、さや管などにより適切な防護措置を施す。

⑶ 一時的、季節的に使用されない給水装置には、給水管内に長期間水の停滞を生じること

があるため、適量の水を適時飲用以外で使用することにより、その水の衛生性を確保する。

⑷ 給水管路に近接してシアン、六価クロム等の有毒薬品置場、有害物の取扱場、汚水槽等

の汚染源がある場合は、給水管をさや管などにより適切に保護する。

⑸ 洗浄弁、洗浄装置付便座、ロータンク用ボールタップは、浸出性能基準の適用対象外の

給水用具である。

問題　25 水撃作用の防止に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 水撃作用が発生するおそれのある箇所には、その直後に水撃防止器具を設置する。

イ 水栓、電磁弁、元止め式瞬間湯沸器は作動状況によっては、水撃作用が生じるおそれが

ある。

ウ 空気が抜けにくい鳥居配管がある管路は水撃作用が発生するおそれがある。

エ 給水管の水圧が高い場合は、減圧弁、定流量弁等を設置し、給水圧又は流速を下げる。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 正

⑵  正 誤 正 誤

⑶  正 正 誤 正

⑷  誤 正 正 誤

⑸  誤 正 誤 正
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問題　26 クロスコネクションに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水管と井戸水配管を直接連結する場合、両管の間に逆止弁を設置し、逆流防止の措置
を講じる必要がある。

イ 給水装置と受水槽以下の配管との接続はクロスコネクションではない。

ウ クロスコネクションは、水圧状況によって給水装置内に工業用水、排水、ガス等が逆流する
とともに、配水管を経由して他の需要者にまでその汚染が拡大する非常に危険な配管である。

エ 一時的な仮設であっても、給水装置とそれ以外の水管を直接連結してはならない。

ア イ ウ エ
⑴  誤 誤 正 正
⑵  誤 正 正 正
⑶  正 誤 正 誤
⑷  誤 誤 正 誤
⑸  正 誤 誤 誤

問題　27 呼び径 20 mm の給水管から水受け容器に給水する場合、逆流防止のために確保しなけれ
ばならない吐水口空間について、下図に示す水平距離（Ａ、Ｂ）と垂直距離（Ｃ、Ｄ）の組み合
わせのうち、適当なものはどれか。

水栓

越流面

水受け容器

Ａ
Ｂ

ＣＤ

壁

⑴ Ａ、Ｃ
⑵ Ａ、Ｄ
⑶ Ｂ、Ｃ
⑷ Ｂ、Ｄ
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問題　28 給水装置の寒冷地対策に用いる水抜き用給水用具の設置に関する次の記述のうち、不適当

なものはどれか。

⑴ 水道メーター下流側で屋内立上り管の間に設置する。

⑵ 排水口は、凍結深度より深くする。

⑶ 水抜き用の給水用具以降の配管は、できるだけ鳥居配管やＵ字形の配管を避ける。

⑷ 排水口は、管内水の排水を容易にするため、直接汚水ます等に接続する。

⑸ 水抜き用の給水用具以降の配管が長い場合には、取り外し可能なユニオン、フランジ等

を適切な箇所に設置する。

問題　29 給水装置の逆流防止のために圧力式バキュームブレーカを図のように設置する場合、バ

キュームブレーカの下端から確保しなければならない区間とその距離との組み合わせのうち、

適当なものはどれか。

圧力式バキュームブレーカ

バキュームブレーカの下端

越流面

吐水口

散水栓
Ａ

給水管の最下端

Ｂ Ｃ

〔確保しなければならない区間〕 〔確保しなければならない距離〕

⑴ Ａ 100 mm 以上

⑵ Ａ 150 mm 以上

⑶ Ｂ 150 mm 以上

⑷ Ｂ 200 mm 以上

⑸ Ｃ 200 mm 以上
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給 水 装 置 計 画 論

問題　30 給水方式に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 受水槽式は、配水管の水圧が変動しても受水槽以下の設備は給水圧、給水量を一定の変

動幅に保持できる。

イ 圧力水槽式は、小規摸の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽を設置せずに、

ポンプで圧力水槽に貯え、その内部圧力によって給水する方式である。

ウ 高置水槽式は、一つの高置水槽から適切な水圧で給水できる高さの範囲は 10 階程度な

ので、それを超える高層建物では高置水槽や減圧弁をその高さに応じて多段に設置する必

要がある。

エ 直結増圧式は、給水管の途中に直結加圧形ポンプユニットを設置し、圧力を増して直結

給水する方法である。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  正 誤 正 正

⑶  誤 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正

⑸  正 正 正 誤
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問題　31 受水槽式の給水方式に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 配水管の水圧低下を引き起こすおそれのある施設等への給水は受水槽式とする。

イ 有毒薬品を使用する工場等事業活動に伴い、水を汚染するおそれのある場所、施設等へ

の給水は受水槽式とする。

ウ 病院や行政機関の庁舎等において、災害時や配水施設の事故等による水道の断減水時に

も給水の確保が必要な場合の給水は受水槽式とする。

エ 受水槽は、定期的な点検や清掃が必要である。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 正

⑵  誤 正 正 正

⑶  正 正 正 誤

⑷  正 誤 正 正

⑸  正 正 正 正

22

問題　32 給水装置工事の基本調査に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれ

か。

ア 基本調査は、計画・施工の基礎となるものであり、調査の結果は計画の策定、施工、さ

らには給水装置の機能にも影響する重要な作業である。

イ 水道事業者への調査項目は、既設給水装置の有無、屋外配管、供給条件、配水管の布設

状況などがある。

ウ 現地調査確認作業は、道路管理者への埋設物及び道路状況の調査や、所轄警察署への現

場施工環境の確認が含まれる。

エ 工事申込者への調査項目は、工事場所、使用水量、既設給水装置の有無、工事に関する

同意承諾の取得確認などがある。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 誤 正 正

⑷  正 正 誤 正

⑸  誤 正 正 誤
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問題　33 計画使用水量に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 計画使用水量は、給水管口径等の給水装置系統の主要諸元を計画する際の基礎となるも

のであり、建物の用途及び水の使用用途、使用人数、給水栓の数等を考慮した上で決定す

る。

イ 直結増圧式給水を行うに当たっては、 1 日当たりの計画使用水量を適正に設定すること

が、適切な配管口径の決定及び直結加圧形ポンプユニットの適正容量の決定に不可欠であ

る。

ウ 受水槽式給水における受水槽への給水量は、受水槽の容量と使用水量の時間的変化を考

慮して定める。

エ 同時使用水量とは、給水装置に設置されている末端給水用具のうち、いくつかの末端給

水用具を同時に使用することによってその給水装置を流れる水量をいう。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 誤 誤 正

⑷  正 誤 正 正

⑸  誤 正 誤 誤
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問題　34 図－1に示す事務所ビル全体（ 6 事務所）の同時使用水量を給水用具給水負荷単位により算

定した場合、次のうち、適当なものはどれか。

ここで、 6 つの事務所には、それぞれ大便器（洗浄弁）、小便器（洗浄弁）、洗面器、事務室

用流し、掃除用流しが 1 栓ずつ設置されているものとし、各給水用具の給水負荷単位及び同

時使用水量との関係は、表－1及び図－2を用いるものとする。

給水管

水道メーター

配水管

Ｍ
：各事務所

図－1

⑴ 約 60 L/min

⑵ 約 150 L/min

⑶ 約 200 L/min

⑷ 約 250 L/min

⑸ 約 300 L/min

表－1　給水用具給水負荷単位

器具名 水栓 器具給水負荷単位

大 便 器 洗 浄 弁 10

小 便 器 洗 浄 弁 5

洗 面 器 給 水 栓 2

事務室用流し 給 水 栓 3

掃 除 用 流 し 給 水 栓 4
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給水器具単位数　

0
0

400

360

320
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240

200

160
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80

40
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400

360

320

280

240

200

160

120

80

40

20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220 240

②

①
同
時
使
用
水
量
（
L

min
）

（注）この図の曲線①は大便器洗浄弁の多い場合、曲線②は大便器洗浄タンク（ロータンク便器等）の多

い場合に用いる。

図－2　給水用具給水負荷単位による同時使用水量
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問題　35 図－1に示す給水装置における直結加圧形ポンプユニットの吐水圧（圧力水頭）として、次

のうち、最も近い値はどれか。

ただし、給水管の摩擦損失水頭と逆止弁による損失水頭は考慮するが、管の曲がりによる

損失水頭は考慮しないものとし、給水管の流量と動水勾配の関係は、図－2を用いるものと

する。また、計算に用いる数値条件は次の通りとする。

① 給水栓の使用水量 120 L/min

② 給水管及び給水用具の口径  40 mm

③ 給水栓を使用するために必要な圧力   5 m

④ 逆止弁の損失水頭  10 m

L=10 m

給水管（40 mm）

直結加圧形
ポンプユニット

水道メーター
Ｍ BP

逆止弁

配水管

給水管
（40 mm）

給水栓Ｈ（立ち上がり）=15 m

図－1　給水装置図

⑴ 30 m

⑵ 32 m

⑶ 34 m

⑷ 36 m

⑸ 40 m
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給 水 装 置 工 事 事 務 論

問題　36 給水装置の構造及び材質の基準（以下本問においては「構造材質基準」という。）に関する次

の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 厚生労働省令に定められている「構造材質基準を適用するために必要な技術的細目」のう

ち、個々の給水管及び給水用具が満たすべき性能及びその定量的な判断基準（以下本問に

おいては「性能基準」という。）は 4 項目の基準からなっている。

⑵ 構造材質基準適合品であることを証明する方法は、製造者等が自らの責任で証明する

「自己認証」と第三者機関に依頼して証明する「第三者認証」がある。

⑶ JIS マークの表示は、国の登録を受けた民間の第三者機関が JIS 適合試験を行い、適合

した製品にマークの表示を認める制度である。

⑷ 厚生労働省では製品ごとの性能基準への適合性に関する情報が、全国的に利用できるよ

う、給水装置データベースを構築している。

28

問題　37 個々の給水管及び給水用具が満たすべき性能及びその定量的な判断基準（以下本問におい

ては「性能基準」という。）に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置の構造及び材質の基準（以下本問においては「構造材質基準」という。）に関する

省令は、性能基準及び給水装置工事が適正に施行された給水装置であるか否かの判断基準

を明確化したものである。

⑵ 給水装置に使用する給水管で、構造材質基準に関する省令を包含する日本産業規格（JIS

規格）や日本水道協会規格（JWWA 規格）等の団体規格に適合した製品も使用可能である。

⑶ 第三者認証を行う機関の要件及び業務実施方法については、国際整合化等の観点から、

ISO のガイドラインに準拠したものであることが望ましい。

⑷ 第三者認証を行う機関は、製品サンプル試験を行い、性能基準に適しているか否かを判

定するとともに、基準適合製品が安定・継続して製造されているか否か等の検査を行って

基準適合性を認証した上で、当該認証機関の認証マークを製品に表示することを認めてい

る。

⑸ 自己認証においては、給水管、給水用具の製造業者が自ら得たデータや作成した資料等

に基づいて、性能基準適合品であることを証明しなければならない。
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問題　38 給水装置工事における給水装置工事主任技術者（以下本問においては「主任技術者」とい

う。）の職務に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 主任技術者は、公道下の配管工事について工事の時期、時間帯、工事方法等について、

あらかじめ水道事業者から確認を受けることが必要である。

イ 主任技術者は、施主から工事に使用する給水管や給水用具を指定された場合、それらが

給水装置の構造及び材質の基準に関する省令に適合していない場合でも、現場の状況に

合ったものを使用することができる。

ウ 主任技術者は、工事に当たり施工後では確認することが難しい工事目的物の品質を、施

工の過程においてチェックする品質管理を行う必要がある。

エ 主任技術者は、工事従事者の健康状態を管理し、水系感染症に注意して、どのような給

水装置工事においても水道水を汚染しないよう管理する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  正 誤 誤 正

⑶  正 誤 正 正

⑷  誤 誤 正 誤



 ● Vol.24  No.1  2023. 冬季（新年）号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

51

Water
Plumbing

Engineering

30

問題　39 給水装置工事の記録、保存に関する次の記述のうち、適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事を施行する際に生じた技術的な問題点等につ

いて、整理して記録にとどめ、以後の工事に活用していくことが望ましい。

⑵ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事の記録として、施主の氏名又は名称、施行の

場所、竣工図等の記録を作成し、 5 年間保存しなければならない。

⑶ 給水装置工事の記録作成は、指名された給水装置工事主任技術者が作成するが、いかな

る場合でも他の従業員が行ってはいけない。

⑷ 給水装置工事の記録については、水道法施行規則に定められた様式に従い作成しなけれ

ばならない。

問題　40 建設業法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 建設業を営む場合には、建設業の許可が必要であり、許可要件として、建設業を営もう

とするすべての営業所ごとに、一定の資格又は実務経験を持つ専任の技術者を置かなけれ

ばならない。

⑵ 建設業を営もうとする者のうち、 2 以上の都道府県の区域内に営業所を設けて営業をし

ようとする者は、本店のある管轄の都道府県知事の許可を受けなければならない。

⑶ 建設業法第 26 条第 1 項に規定する主任技術者及び同条第 2 項に規定する監理技術者は、

同法に基づき、工事を適正に実施するため、工事の施工計画の作成、工程管理、品質管理、

その他の技術上の管理や工事の施工に従事する者の技術上の指導監督を行う者である。

⑷ 工事 1 件の請負代金の額が建築一式工事にあっては 1,500万円に満たない工事又は延べ

面積が 150 m2に満たない木造住宅工事、建築一式工事以外の建設工事にあっては 500万円 

未満の軽微な工事のみを請け負うことを営業とする者は、建設業の許可は必要がない。

30

問題　39 給水装置工事の記録、保存に関する次の記述のうち、適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事を施行する際に生じた技術的な問題点等につ

いて、整理して記録にとどめ、以後の工事に活用していくことが望ましい。

⑵ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事の記録として、施主の氏名又は名称、施行の

場所、竣工図等の記録を作成し、 5 年間保存しなければならない。

⑶ 給水装置工事の記録作成は、指名された給水装置工事主任技術者が作成するが、いかな

る場合でも他の従業員が行ってはいけない。

⑷ 給水装置工事の記録については、水道法施行規則に定められた様式に従い作成しなけれ

ばならない。

問題　40 建設業法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 建設業を営む場合には、建設業の許可が必要であり、許可要件として、建設業を営もう

とするすべての営業所ごとに、一定の資格又は実務経験を持つ専任の技術者を置かなけれ

ばならない。

⑵ 建設業を営もうとする者のうち、 2 以上の都道府県の区域内に営業所を設けて営業をし

ようとする者は、本店のある管轄の都道府県知事の許可を受けなければならない。

⑶ 建設業法第 26 条第 1 項に規定する主任技術者及び同条第 2 項に規定する監理技術者は、

同法に基づき、工事を適正に実施するため、工事の施工計画の作成、工程管理、品質管理、

その他の技術上の管理や工事の施工に従事する者の技術上の指導監督を行う者である。

⑷ 工事 1 件の請負代金の額が建築一式工事にあっては 1,500万円に満たない工事又は延べ

面積が 150 m2に満たない木造住宅工事、建築一式工事以外の建設工事にあっては 500万円 

未満の軽微な工事のみを請け負うことを営業とする者は、建設業の許可は必要がない。



Vol.24  No.1  2023. 冬季（新年）号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

52

給 水 装 置 の 概 要

1

給 水 装 置 の 概 要

問題　41 給水用具に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 単水栓は、給水の開始、中止及び給水装置の修理その他の目的で給水を制限又は停水す
るために使用する給水用具である。

イ 甲形止水栓は、流水抵抗によって、こまパッキンが摩耗して止水できなくなるおそれが
ある。

ウ ボールタップは、浮玉の上下によって自動的に弁を開閉する構造になっており、水洗便
器のロータンクや受水槽の水を一定量貯める給水用具である。

エ ダイヤフラム式ボールタップは、圧力室内部の圧力変化を利用しダイヤフラムを動かす
ことにより吐水、止水を行うもので、給水圧力による止水位の変動が大きい。

ア イ ウ エ
⑴  誤 正 正 誤
⑵  正 誤 誤 正
⑶  正 誤 正 誤
⑷  誤 誤 正 正
⑸  誤 正 誤 正

問題　42 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 各種分水栓は、分岐可能な配水管や給水管から不断水で給水管を取り出すための給水用
具で、分水栓の他、サドル付分水栓、割 T 字管がある。

⑵ 仕切弁は、弁体が鉛直方向に上下し、全開・全閉する構造であり、全開時の損失水頭は
小さい。

⑶ 玉形弁は、止水部が吊りこま構造であり、弁部の構造から流れが S 字形となるため損
失水頭が小さい。

⑷ 給水栓は、給水装置において給水管の末端に取り付けられ、弁の開閉により流量又は湯
水の温度の調整等を行う給水用具である。

1
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問題　43 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 減圧弁は、水圧が設定圧力よりも上昇すると、給水用具を保護するために弁体が自動的
に開いて過剰圧力を逃し、圧力が所定の値に降下すると閉じる機能を持った給水用具である。

⑵ 空気弁は、管頂部に設置し、管内に停滞した空気を自動的に排出する機能を持った給水
用具である。

⑶ 定流量弁は、オリフィス、ばね式等による流量調整機構によって、一次側の圧力に関わ
らず流量が一定になるよう調整する給水用具である。

⑷ 圧力式バキュームブレーカは、給水・給湯系統のサイホン現象による逆流を防止するた
めに、負圧部分へ自動的に空気を導入する機能を持ち、常時水圧は掛かるが逆圧の掛から
ない配管部分に設置する。

問題　44 給水用具に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものは
どれか。

① ア は、個々に独立して作動する第 1 逆止弁と第 2 逆止弁が組み込まれている。
各逆止弁はテストコックによって、個々に性能チェックを行うことができる。

② イ は、一次側の流水圧で逆止弁体を押し上げて通水し、停水又は逆圧時は逆止
弁体が自重と逆圧で弁座を閉じる構造の逆止弁である。

③ ウ は、独立して作動する第 1 逆止弁と第 2 逆止弁との間に一次側との差圧で作
動する逃し弁を備えた中間室からなり、逆止弁が正常に作動しない場合、逃し弁が開いて
排水し、空気層を形成することによって逆流を防止する構造の逆流防止器である。

④ エ は、弁体がヒンジピンを支点として自重で弁座面に圧着し、通水時に弁体が
押し開かれ、逆圧によって自動的に閉止する構造の逆止弁である。

ア イ ウ エ
⑴ 複式逆止弁 リフト式逆止弁 中間室大気開放型逆流防止器 スイング式逆止弁
⑵ 二重式逆流防止器 自重式逆止弁 減圧式逆流防止器 スイング式逆止弁
⑶ 複式逆止弁 自重式逆止弁 減圧式逆流防止器 単式逆止弁
⑷ 二重式逆流防止器 リフト式逆止弁 中間室大気開放型逆流防止器 単式逆止弁
⑸ 二重式逆流防止器 自重式逆止弁 中間室大気開放型逆流防止器 単式逆止弁
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ア イ ウ エ
⑴ 複式逆止弁 リフト式逆止弁 中間室大気開放型逆流防止器 スイング式逆止弁
⑵ 二重式逆流防止器 自重式逆止弁 減圧式逆流防止器 スイング式逆止弁
⑶ 複式逆止弁 自重式逆止弁 減圧式逆流防止器 単式逆止弁
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問題　45 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 逆止弁付メーターパッキンは、配管接合部をシールするメーター用パッキンにスプリン

グ式の逆流防止弁を兼ね備えた構造である。逆流防止機能が必要な既設配管の内部に新た

に設置することができる。

⑵ 小便器洗浄弁は、センサーで感知し自動的に水を吐出させる自動式とボタン等を操作し
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問題　47 給水管の継手に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当なも
のはどれか。

① 架橋ポリエチレン管の継手の種類としては、メカニカル式継手と ア 継手がある。

② ダクタイル鋳鉄管の接合形式は多種類あるが、一般に給水装置では、メカニカル継手、
イ 継手及びフランジ継手の 3 種類がある。

③ 水道用ポリエチレン二層管の継手は、一般的に ウ 継手が用いられる。

④ ステンレス鋼鋼管の継手の種類としては、 エ 継手とプレス式継手がある。

ア イ ウ エ

⑴ EF RR 金属 スライド式

⑵ 熱融着 プッシュオン TS スライド式

⑶ EF プッシュオン 金属 伸縮可とう式

⑷ 熱融着 RR TS 伸縮可とう式

⑸ EF RR 金属 伸縮可とう式

問題　48 軸流羽根車式水道メーターに関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのう
ち、適当なものはどれか。

軸流羽根車式水道メーターは、管状の器内に設置された流れに平行な軸を持つ螺旋状の羽
根車を回転させて、積算計量する構造のものであり、たて形とよこ形の 2 種類に分けられる。

たて形軸流羽根車式は、メーターケースに流入した水流が、整流器を通って、 ア
に設置された螺旋状羽根車に沿って流れ、羽根車を回転させる構造のものである。水の流れ
が水道メーター内で イ するため損失水頭が ウ 。

ア イ ウ

⑴ 垂　直 迂　流 小さい

⑵ 水　平 直　流 大きい

⑶ 垂　直 迂　流 大きい

⑷ 水　平 迂　流 大きい

⑸ 水　平 直　流 小さい
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問題　49 水道メーターに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道の使用水量は、料金算定の基礎となるもので適正な計量が求められることから、水
道メーターは計量法に定める特定計量器の検定に合格したものを設置する。

⑵ 水道メーターは、検定有効期間が 8 年間であるため、その期間内に検定に合格した水道
メーターと交換しなければならない。

⑶ 水道メーターの技術進歩への迅速な対応及び国際整合化の推進を図るため、日本産業規
格（JIS 規格）が制定されている。

⑷ 電磁式水道メーターは、水の流れと平行に磁界をかけ、電磁誘導作用により、流れと磁
界に平行な方向に誘起された起電力により流量を測定する器具である。

⑸ 水道メーターの呼び径決定に際しては、適正使用流量範囲、一時的使用の許容範囲等に
十分留意する必要がある。

問題　50 給水用具の故障と修理に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 受水槽のボールタップの故障で水が止まらなくなったので、原因を調査した。その結果、
パッキンが摩耗していたので、パッキンを取り替えた。

イ ボールタップ付ロータンクの水が止まらなかったので、原因を調査した。その結果、フ
ロート弁の摩耗、損傷のためすき間から水が流れ込んでいたので、分解し清掃した。

ウ ピストン式定水位弁の水が止まらなかったので、原因を調査した。その結果、主弁座
パッキンが摩耗していたので、主弁座パッキンを新品に取り替えた。

エ 水栓から不快音があったので、原因を調査した。その結果、スピンドルの孔とこま軸の
外径が合わなく、がたつきがあったので、スピンドルを取り替えた。

ア イ ウ エ
⑴  正 誤 正 正
⑵  正 誤 誤 正
⑶  誤 正 誤 正
⑷  誤 正 正 誤
⑸  正 誤 正 誤

5

問題　49 水道メーターに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道の使用水量は、料金算定の基礎となるもので適正な計量が求められることから、水
道メーターは計量法に定める特定計量器の検定に合格したものを設置する。

⑵ 水道メーターは、検定有効期間が 8 年間であるため、その期間内に検定に合格した水道
メーターと交換しなければならない。

⑶ 水道メーターの技術進歩への迅速な対応及び国際整合化の推進を図るため、日本産業規
格（JIS 規格）が制定されている。

⑷ 電磁式水道メーターは、水の流れと平行に磁界をかけ、電磁誘導作用により、流れと磁
界に平行な方向に誘起された起電力により流量を測定する器具である。

⑸ 水道メーターの呼び径決定に際しては、適正使用流量範囲、一時的使用の許容範囲等に
十分留意する必要がある。

問題　50 給水用具の故障と修理に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 受水槽のボールタップの故障で水が止まらなくなったので、原因を調査した。その結果、
パッキンが摩耗していたので、パッキンを取り替えた。

イ ボールタップ付ロータンクの水が止まらなかったので、原因を調査した。その結果、フ
ロート弁の摩耗、損傷のためすき間から水が流れ込んでいたので、分解し清掃した。

ウ ピストン式定水位弁の水が止まらなかったので、原因を調査した。その結果、主弁座
パッキンが摩耗していたので、主弁座パッキンを新品に取り替えた。

エ 水栓から不快音があったので、原因を調査した。その結果、スピンドルの孔とこま軸の
外径が合わなく、がたつきがあったので、スピンドルを取り替えた。

ア イ ウ エ
⑴  正 誤 正 正
⑵  正 誤 誤 正
⑶  誤 正 誤 正
⑷  誤 正 正 誤
⑸  正 誤 正 誤



 ● Vol.24  No.1  2023. 冬季（新年）号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

57

Water
Plumbing

Engineering

6

問題　51 給水用具の故障と修理に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 大便器洗浄弁のハンドルから漏水していたので、原因を調査した。その結果、ハンドル

部のパッキンが傷んでいたので、ピストンバルブを取り出し、Ｕパッキンを取り替えた。

イ 小便器洗浄弁の吐水量が多いので、原因を調査した。その結果、調節ねじが開け過ぎと

なっていたので、調節ねじを左に回して吐水量を減らした。

ウ ダイヤフラム式定水位弁の故障で水が出なくなったので、原因を調査した。その結果、

流量調節棒が締め切った状態になっていたので、ハンドルを回して所定の位置にした。

エ 水栓から漏水していたので、原因を調査した。その結果、弁座に軽度の摩耗が見られた

ので、まずはパッキンを取り替えた。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 正 誤 正

⑷  正 誤 正 誤

⑸  誤 誤 正 正
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問題　52 湯沸器に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 地中熱利用ヒートポンプ給湯機は、年間を通して一定である地表面から約 10 m 以深の

安定した温度の熱を利用する。地中熱は日本中どこでも利用でき、しかも天候に左右され

ない再生可能エネルギーである。

イ 潜熱回収型給湯器は、今まで利用せずに排気していた高温（200 ℃）の燃焼ガスを再利用

し、水を潜熱で温めた後に従来の一次熱交換器で加温して温水を作り出す。

ウ 元止め式瞬間湯沸器は、給湯配管を通して湯沸器から離れた場所で使用できるもので、

2 カ所以上に給湯する場合に広く利用される。

エ 太陽熱利用貯湯湯沸器の二回路型は、給水管に直結した貯湯タンク内で太陽集熱器から

送られる熱源を利用し、水を加熱する。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 正

⑵  正 誤 正 誤

⑶  正 誤 誤 正

⑷  誤 正 正 誤

⑸  誤 正 誤 正

問題　53 浄水器に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 浄水器は、水道水中の残留塩素等の溶存物質、濁度等の減少を主目的としたものである。

⑵ 浄水器のろ過材には、活性炭、ろ過膜、イオン交換樹脂等が使用される。

⑶ 水栓一体形浄水器のうち、スパウト内部に浄水カートリッジがあるものは、常時水圧が

加わらないので、給水用具に該当しない。

⑷ アンダーシンク形浄水器は、水栓の流入側に取り付けられる方式と流出側に取り付けら

れる方式があるが、どちらも給水用具として分類される。
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問題　54 直結加圧形ポンプユニットに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 直結加圧形ポンプユニットの構成は、ポンプ、電動機、制御盤、バイパス管、圧力発信

機、流水スイッチ、圧力タンク等からなっている。

⑵ 吸込側の圧力が異常低下した場合は自動停止し、吸込側の圧力が復帰した場合は手動で

復帰させなければならない。

⑶ 圧力タンクは、日本水道協会規格（JWWA B 130：2005）に定める性能に支障が生じな

ければ、設置する必要はない。

⑷ 使用水量が少なく自動停止する時の吐水量は、10L/min程度とされている。

問題　55 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 自動販売機は、水道水を内部タンクで受けたあと、目的に応じてポンプにより加工機構

へ供給し、コーヒー等を販売する器具である。

⑵ Ｙ型ストレーナは、流体中の異物などをろ過するスクリーンを内蔵し、ストレーナ本体

が配管に接続されたままの状態でも清掃できる。

⑶ 水撃防止器は、封入空気等をゴム等により圧縮し、水撃を緩衝するもので、ベローズ形、

エアバッグ形、ダイヤフラム式等がある。

⑷ 温水洗浄装置付便座は、その製品の性能等の規格をJISに定めており、温水発生装置で

得られた温水をノズルから射出する装置を有した便座である。

⑸ サーモスタット式の混合水栓は、湯側・水側の2つのハンドルを操作し、吐水・止水、

吐水量の調整、吐水温度の調整ができる。

8
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機、流水スイッチ、圧力タンク等からなっている。

⑵ 吸込側の圧力が異常低下した場合は自動停止し、吸込側の圧力が復帰した場合は手動で

復帰させなければならない。

⑶ 圧力タンクは、日本水道協会規格（JWWA B 130：2005）に定める性能に支障が生じな

ければ、設置する必要はない。

⑷ 使用水量が少なく自動停止する時の吐水量は、10L/min程度とされている。

問題　55 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 自動販売機は、水道水を内部タンクで受けたあと、目的に応じてポンプにより加工機構

へ供給し、コーヒー等を販売する器具である。

⑵ Ｙ型ストレーナは、流体中の異物などをろ過するスクリーンを内蔵し、ストレーナ本体

が配管に接続されたままの状態でも清掃できる。

⑶ 水撃防止器は、封入空気等をゴム等により圧縮し、水撃を緩衝するもので、ベローズ形、

エアバッグ形、ダイヤフラム式等がある。

⑷ 温水洗浄装置付便座は、その製品の性能等の規格をJISに定めており、温水発生装置で

得られた温水をノズルから射出する装置を有した便座である。

⑸ サーモスタット式の混合水栓は、湯側・水側の2つのハンドルを操作し、吐水・止水、

吐水量の調整、吐水温度の調整ができる。
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給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　56 給水装置工事における施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 配水管からの分岐以降水道メーターまでの工事は、あらかじめ水道事業者の承認を受け

た工法、工期その他の工事上の条件に適合するように施工する必要がある。

⑵ 水道事業者、需要者（発注者）等が常に施工状況の確認ができるよう必要な資料、写真の

取りまとめを行っておく。

⑶ 道路部掘削時の埋戻しに使用する埋戻し土は、水道事業者が定める基準等を満たした材

料であるか検査・確認し、水道事業者の承諾を得たものを使用する。

⑷ 工事着手に先立ち、現場付近の住民に対し、工事の施工について協力が得られるよう、

工事内容の具体的な説明を行う。

⑸ 工事の施工に当たり、事故が発生した場合は、直ちに必要な措置を講じた上で、事故の

状況及び措置内容を水道事業者及び関係官公署に報告する。

問題　57 宅地内での給水装置工事の施工管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合

わせのうち、適当なものはどれか。

宅地内での給水装置工事は、一般に水道メーター以降 ア までの工事である。

イ の依頼に応じて実施されるものであり、工事の内容によっては、建築業者等と

の調整が必要となる。宅地内での給水装置工事は、これらに留意するとともに、道路上での

給水装置工事と同様に ウ の作成と、それに基づく工程管理、品質管理、安全管理等

を行う。

ア イ ウ

⑴ 末端給水用具 施主（需要者等） 施工計画書

⑵ 末端給水用具 水道事業者 工程表

⑶ 末端給水用具 施主（需要者等） 工程表

⑷ 建築物の外壁 水道事業者 工程表

⑸ 建築物の外壁 施主（需要者等） 施工計画書

9

給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　56 給水装置工事における施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 配水管からの分岐以降水道メーターまでの工事は、あらかじめ水道事業者の承認を受け

た工法、工期その他の工事上の条件に適合するように施工する必要がある。

⑵ 水道事業者、需要者（発注者）等が常に施工状況の確認ができるよう必要な資料、写真の

取りまとめを行っておく。

⑶ 道路部掘削時の埋戻しに使用する埋戻し土は、水道事業者が定める基準等を満たした材

料であるか検査・確認し、水道事業者の承諾を得たものを使用する。

⑷ 工事着手に先立ち、現場付近の住民に対し、工事の施工について協力が得られるよう、

工事内容の具体的な説明を行う。

⑸ 工事の施工に当たり、事故が発生した場合は、直ちに必要な措置を講じた上で、事故の

状況及び措置内容を水道事業者及び関係官公署に報告する。

問題　57 宅地内での給水装置工事の施工管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合

わせのうち、適当なものはどれか。

宅地内での給水装置工事は、一般に水道メーター以降 ア までの工事である。

イ の依頼に応じて実施されるものであり、工事の内容によっては、建築業者等と

の調整が必要となる。宅地内での給水装置工事は、これらに留意するとともに、道路上での

給水装置工事と同様に ウ の作成と、それに基づく工程管理、品質管理、安全管理等

を行う。

ア イ ウ

⑴ 末端給水用具 施主（需要者等） 施工計画書

⑵ 末端給水用具 水道事業者 工程表

⑶ 末端給水用具 施主（需要者等） 工程表

⑷ 建築物の外壁 水道事業者 工程表

⑸ 建築物の外壁 施主（需要者等） 施工計画書
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問題　58 給水装置工事における品質管理について、穿孔後に確認する水質項目の組み合わせのうち、
適当なものはどれか。

⑴ 残留塩素 TOC 色 濁り 味

⑵ におい 残留塩素 濁り 味 色

⑶ 残留塩素 濁り 味 色 pH 値

⑷ におい 濁り 残留塩素 色 TOC

⑸ 残留塩素 におい 濁り pH 値 色

問題　59 建設工事公衆災害防止対策要綱に基づく交通対策に関する次の記述の正誤の組み合わせの
うち、適当なものはどれか。

ア 施工者は、道路上に作業場を設ける場合は、原則として、交通流に対する正面から車両
を出入りさせなければならない。ただし、周囲の状況等によりやむを得ない場合において
は、交通流に平行する部分から車両を出入りさせることができる。

イ 施工者は、道路上において土木工事を施工する場合には、道路管理者及び所轄警察署長
の指示を受け、作業場出入口等に原則、交通誘導警備員を配置し、道路標識、保安灯、セ
イフティコーン又は矢印板を設置する等、常に交通の流れを阻害しないよう努めなければ
ならない。

ウ 発注者及び施工者は、土木工事のために、一般の交通を迂回させる必要がある場合にお
いては、道路管理者及び所轄警察署長の指示するところに従い、まわり道の入口及び要所
に運転者又は通行者に見やすい案内用標示板等を設置し、運転者又は通行者が容易にまわ
り道を通過し得るようにしなければならない。

エ 施工者は、歩行者用通路とそれに接する車両の交通の用に供する部分との境及び歩行者
用通路と作業場との境は、必要に応じて移動さくを等間隔であけるように設置し、又は移
動さくの間に保安灯を設置する等明確に区分する。

ア イ ウ エ
⑴  正 正 正 誤
⑵  正 誤 正 誤
⑶  誤 正 正 正
⑷  誤 正 正 誤
⑸  誤 正 誤 正

10

問題　58 給水装置工事における品質管理について、穿孔後に確認する水質項目の組み合わせのうち、
適当なものはどれか。

⑴ 残留塩素 TOC 色 濁り 味

⑵ におい 残留塩素 濁り 味 色

⑶ 残留塩素 濁り 味 色 pH 値

⑷ におい 濁り 残留塩素 色 TOC

⑸ 残留塩素 におい 濁り pH 値 色

問題　59 建設工事公衆災害防止対策要綱に基づく交通対策に関する次の記述の正誤の組み合わせの
うち、適当なものはどれか。

ア 施工者は、道路上に作業場を設ける場合は、原則として、交通流に対する正面から車両
を出入りさせなければならない。ただし、周囲の状況等によりやむを得ない場合において
は、交通流に平行する部分から車両を出入りさせることができる。

イ 施工者は、道路上において土木工事を施工する場合には、道路管理者及び所轄警察署長
の指示を受け、作業場出入口等に原則、交通誘導警備員を配置し、道路標識、保安灯、セ
イフティコーン又は矢印板を設置する等、常に交通の流れを阻害しないよう努めなければ
ならない。

ウ 発注者及び施工者は、土木工事のために、一般の交通を迂回させる必要がある場合にお
いては、道路管理者及び所轄警察署長の指示するところに従い、まわり道の入口及び要所
に運転者又は通行者に見やすい案内用標示板等を設置し、運転者又は通行者が容易にまわ
り道を通過し得るようにしなければならない。

エ 施工者は、歩行者用通路とそれに接する車両の交通の用に供する部分との境及び歩行者
用通路と作業場との境は、必要に応じて移動さくを等間隔であけるように設置し、又は移
動さくの間に保安灯を設置する等明確に区分する。

ア イ ウ エ
⑴  正 正 正 誤
⑵  正 誤 正 誤
⑶  誤 正 正 正
⑷  誤 正 正 誤
⑸  誤 正 誤 正
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問題　60 建設工事公衆災害防止対策要綱に基づく交通対策に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 施工者は工事用の諸施設を設置する必要がある場合に当たっては、周辺の地盤面から高

さ 0.8 m 以上 2 m 以下の部分については、通行者の視界を妨げることのないよう必要な

措置を講じなければならない。

⑵ 施工者は、道路を掘削した箇所を埋め戻したのち、仮舗装を行う際にやむを得ない理由

で段差が生じた場合は、10 ％以内の勾配ですりつけなければならない。

⑶ 施工者は、道路上において又は道路に接して土木工事を施工する場合には、工事を予告

する道路標識、標示板等を、工事箇所の前方 50 m から 500 m の間の路側又は中央帯のう

ち視認しやすい箇所に設置しなければならない。

⑷ 発注者及び施工者は、やむを得ず歩行者用通路を制限する必要がある場合、歩行者が安

全に通行できるよう車道とは別に、幅 0.9 m 以上（高齢者や車椅子使用者等の通行が想定

されない場合は幅 0.75 m 以上）、有効高さは 2.1 m 以上の歩行者用通路を確保しなけれ

ばならない。

⑸ 発注者及び施工者は、車道を制限する場合において、道路管理者及び所轄警察署長から

特に指示のない場合は、制限した後の道路の車線が 1 車線となる場合にあっては、その車

道幅員は 3 m 以上とし、 2 車線となる場合にあっては、その車道幅員は 5.5 m 以上とす

る。
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ྩ̐څਫஔࣄओٕज़ऀݧࢼਖ਼൪߸Ұཡ

学 科 試 験 １ 　
科目名 問題番号 正答番号 科目名 問題番号 正答番号
公衆衛生
概論

問題� 1 4 給水装置
の構造及
び性能

問題�20 3
問題� 2 2 問題�21 3
問題� 3 1 問題�22 2

水道行政 問題� 4 4 問題�23 5
問題� 5 4 問題�24 4
問題� 6 5 問題�25 1
問題� 7 4 問題�26 1
問題� 8 1 問題�27 3
問題� 9 1 問題�28 4

給水装置
工事法

問題�10 3 問題�29 2
問題�11 1 給水装置

計画論
問題�30 2

問題�12 1 問題�31 5
問題�13 3 問題�32 4
問題�14 5 問題�33 4
問題�15 2 問題�34 5
問題�16 3 問題�35 2
問題�17 5 給水装置

工事事務
論

問題�36 1
問題�18 4 問題�37 5
問題�19 4 問題�38 3

問題�39 1
問題�40 2

学 科 試 験 ２ 　
科目名 問題番号 正答番号 科目名 問題番号 正答番号
給水装置
の概要

問題�41 1 給水装置
施工管理
法

問題�56 3
問題�42 3 問題�57 1
問題�43 1 問題�58 2
問題�44 2 問題�59 4
問題�45 2 問題�60 2
問題�46 1
問題�47 3
問題�48 3
問題�49 4
問題�50 5
問題�51 5
問題�52 1
問題�53 3
問題�54 2
問題�55 5
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財団ニュース①

令和元年10月1日にվਖ਼水道๏が施行され、ࢦ定給水ஔ工事事業ऀの�年更新੍度がಋೖされま
した。それにって更新時に、その工事事業ऀがબした給水ஔ工事ओٕज़ऀが、最新のٕज़や
੍度をशಘするための研मにࢀՃしたかどうかについて、水道事業ऀから֬ೝがٻめられることにな
りました。
当財団では、これまでもओٕज़ऀを対としたFラーχンάシステム研मを行うと同時に、Fラー

χンάテΩスト及び学शՌࢼ験題をຖ年更新することによる研मのॆ実、研मػ会の֬อをਤっ
てきましたが、こうした੍度վਖ਼等に対Ԡして、令和元年�月からこれまでൃ行してきたٕज़ऀূの
༗ޮ期ؒを�年とするとともに、ٕज़ऀূの更新にࡍして、ओٕज़ऀにडߨしていただくશ国౷一
的な新たなFラーχンά研म及びݱ研म会を開始しました。
研म会の内容は、令和元年6月26日、ް生࿑ಇলҩༀ・生׆Ӵ生ہ水道՝長௨で示された事߲

（Լ線）をج本に、さらに当財団内に関団ମを委員とする「給水ஔ工事ओٕज़ऀのٕज़のҡ࣋・
向্のためのߨशに関する検討会」をઃஔして提Ҋされたओٕज़ऀとしてशಘしておくことが望ま
しい߲目をՃし、Լهのとおりとしています。
（1）水道๏
水道๏の目的、վਖ਼水道๏の֓要等について

（2）給水ஔ工事ओٕज़ऀの৬務と役ׂ
定給水ஔ工事事業ऀ੍度、ओٕज़ऀの役ׂ等についてࢦ

（3）給水ஔのߏ及び࣭ࡐ
給水ஔのߏ及び࣭ࡐのج४֓要、給水管及び給水用۩のੑج४、給水ஔのシステムج४等

について

（�）給水ஔの事故事ྫと対ٕࡦज़
についてࢭൃ࠶クロスコωクシϣン等の事故事ྫ、事故対Ԡや・ذ分ޡ

（�）給水ஔ工事におけるཹҙ事߲
給水管のऔ出し・߹等のཹҙ事߲、道࿏۷工事での事故ࢭ、安શ管理等について

（6）給水ஔのҡ࣋管理
給水ஔの故ো・ҟৗの原因とमસ工事๏等について

（�）給水ஔ及び給水ஔ工事๏に関する最新のٕज़報
スϚート水道ϝーター、౦日本大災給水ஔඃ害ঢ়گ調査報告等について

給水ஔओٕज़ऀ研मݱ研म会における令和�年度の実施݁Ռ（令和�年12月16日ࡏݱ）は表
1の௨りです。令和�年度の実施༧定（令和�年12月16日ࡏݱ）は表2の௨りです。༧定はܾまり࣍ୈ、
財団ϗームϖーδでॱ࣍おらせします。

給水ஔ工事ओ技術ऀݚमݱ�ݚमձ
ྩ̐ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ
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（令和 �年12月16日ࡏݱ）

開࠵都道府県 開࠵都市 開࠵日 開࠵場所 डߨ者
（ਓ）

1 ੴݝ ۚ市 令和 �年 �月 �日（Ր） ੴݝ࢈業振ڵセンター�
本ؗ 1֊ୈ �研मࣨ ��

2 山སݝ 市ߕ 令和 �年 �月2�日（）山སݝ立࢈業ల示ަྲྀؗアイϝッセ山ས（大会ٞࣨ） ��

3 ಢݝ 大田原市 令和 �年 �月 1日（） 大田原۠ެ民ؗ　会ٞࣨ 3 2�

� ಢݝ Ӊٶ市 令和 �年 �月1�日（） ಢݝ教ҭ会ؗ　খϗール 3�

� ಸྑݝ ಸྑ市 令和 �年10月 � 日（ۚ） ϗテル　リΨーレय़日 2�

6 ੩Ԭݝ ੩Ԭ市 令和 �年11月22日（Ր） ੩Ԭ市水道ࢦہ定工事ళ協同߹ �

� ݝߴ 市ߴ 令和 �年12月 3 日（） ポリテクセンターߴ 11

表 1　令和 4年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施݁Ռ

（令和 �年12月16日ࡏݱ）
開࠵都道府県 開࠵都市 開࠵日 開࠵場所

1 ݝखؠ ্市 令和 �年 1月2�日（ۚ） ্市จ化ަྲྀセンターさくらϗール

2 ݝۄ࡛ さいたま市 令和 �年 2月16日（） 管工事会ؗݝۄ࡛ 3֊会ٞࣨ

3 長ݝ ্田市 令和 �年 3月 �日（水） ্田ؗ

表 2　令和 4年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施༧定
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財団ニュース②

給水ஔ工事技ݕఆձ
ྩ̐ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ

当財団は、水道๏施行نଇ36の2߲で示された「దに࡞業を行うことがで
きるٕを༗するऀ」をཆするため、給水ஔ工事管ٕ検定会を開࠵して
います。同検定会は学科՝ఔと実ٕ՝ఔでߏしており、実ٕ՝ఔでは༗ѹの
水管（μクタイルரమ管П��NN）のサドル分水ખのऔけ、ख動ࣜઠػ
による水管の分ذઠ及び給水管3管छ（ᶃポリエチレンೋ管、ᶄ࣭ߗポリ
Ԙ化Ϗχル管、ᶅ࣭ߗԘ化Ϗχルライχンά߯管またはステンレス߯߯管）の
அ・߹・立に関するٕレϕルを定する「શ国ඪ४検定」を行っています。
水道事業ମが実施した給水ஔの管ٕの実ٕに関するࢼ験߹格ऀ・ߨश会म
ྃऀなどは、実ٕ՝ఔにおける給水管のஅ・߹・立の࡞業を໔আし、分ذ
ઠのΈのड検もՄです。
શ国ඪ४検定の΄か、水道水用ポリエチレン管のサドル分水ખ（ரమ）
のऔけ・分ذઠ及び༥着߹に関するٕレϕルを定する「ポリエチレン
管検定」、શ国ඪ४検定にؚまれない内容で、開࠵の要望にͮجく検定を行う
「ҬΦプシϣン検定」も行っています。
給水ஔ工事管ٕ検定会における令和�年度の実施݁Ռ（令和�年12月16

日ࡏݱ）は表1の௨りです。令和�年度の実施༧定（令和�年12月16日ࡏݱ）は
表2の௨りです。༧定はܾまり࣍ୈ、財団ϗームϖーδでॱ࣍おらせします。
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（令和 �年12月16日ࡏݱ）

開࠵都道府県 開࠵都市 開࠵日 開࠵場所 ड検者
（ਓ）

1 ݝۄ࡛ さいたま市 令和 �年 �月10日（） 管工事会ؗݝۄ࡛ �6
2 ߳ݝ দ市ߴ 令和 �年 �月10日（） ߳ݝҬ水道ا業団ఴড়水 �6
3 ઍ༿ݝ ઍ༿市 令和 �年 �月1�日（） ઍ༿ݝ水道ٕज़研मセンター 6�

� 大ࡕ 和ઘ市 令和 �年 �月1�日（日）
　　　　　　1�日（月）大ࡕ立ೆ大ߴࡕ等৬業ٕज़専ߍ

��
தࢭ

� ݝٶ ઋ市 令和 �年 �月2�日（水）
　　　　　　2�日（） ߹管工業協同ݝٶ

2�
30

6 ౡݝ 本ٶொ 令和 �年10月 � 日（水） 前ᖒ給工業ࣜג会ࣾ　ౡ工 �3
� ݝෞذ ඒೱՃໜ市 令和 �年10月 � 日（ۚ） たくΈアカσϛーࡍ立国ݝෞذ 11
� 山ݝ 山市 令和 �年10月13日（） 山市管工事協同߹会ؗ 1�

� 山形ݝ 山形市 令和 �年10月13日（） 山形市্Լ水道施ઃ管理センターٕज़研म施ઃ 2�

10 山ݝޱ Ӊ෦市 令和 �年10月1�日（） Ӊ෦管工事協同߹会ؗ 1�
11 新ׁݝ 新ׁ市 令和 �年10月1�日（） 新ׁ市水道ہ水道研मセンター 13
12 Ԭݝ Ԭ市 令和 �年11月 1 日（Ր） Ԭ市水道ٕज़研मॴ 3�

13 ౦ژ த市 令和 �年11月 2 日（水）౦ژ立ଟຎ৬業ྗ開ൃセンターதߍ 101

1� ݝլࠤ լ市ࠤ 令和 �年11月 � 日（） 神ୈೋড়水ہլ市্Լ水道ࠤ 3�
1� ੨ݝ 前市߂ 令和 �年11月 � 日（） ߹前管工事業協同߂ 33
16 ݝլ࣎ 大市 令和 �年11月12日（）ಠߴ） ・ྸো害・ٻ৬ऀޏ用ࢧԉߏػ 20
1� ژ 市ژ 令和 �年11月12日（） ଠਇிࣷہ市্Լ水道ژ ��
1� ੩Ԭݝ ੩Ԭ市 令和 �年11月1�日（） ੩Ԭ市্Լ水道ہড়水 2�
1� ݝखؠ Ֆר市 令和 �年11月1�日（ۚ） Ֆר৬業訓࿅協会 3�
20 ݝ本۽ 本市۽ 令和 �年11月26日（）۽本市্Լ水道ہ෦্Լ水道センター 32

表 1　令和 4年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施݁Ռ

（令和 �年12月16日ࡏݱ）
開࠵都道府県 開࠵都市 開࠵日 開࠵場所

1 ळ田ݝ ळ田市 令和 �年 2月 �日（） ळ田市্Լ水道ہਔҪ田ড়水研म౩

2 ݝౡ ౡ市 令和 �年 2月1�日（）
　　　　　　1�日（日） 水道ٕज़センターہౡ市水道

3 神ಸݝ ւ໊市 令和 �年 3月 �日（） 神ಸݝ管工事業協同߹「ݝ水会ؗ」
� ಸྑݝ ү܊ 令和 �年 3月12日（日） ಸྑݝ立ߴ等ٕज़専ߍ

表 2　令和 4年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施༧定



Vol.24  No.1  2023. 冬季（新年）号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

68

給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（令和４年７月～12月）

　7月　8日（金） 令和 4年度第 2回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

　7月27日（水） 令和 4年度第 3回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

　8月　2日（火）
令和 4年度給水装置工事主任技術者試験最終選定委員会� 財団会議室

　8月　3日（水）

　8月　9日（火） 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（石川県）
石川県地場産業振興センター　本館 1階第 7研修室

　8月25日（木） 　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　（山梨県）
山梨県立産業展示交流館アイメッセ山梨　大会議室

　9月　1日（木） 　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　（栃木県）
大田原西地区公民会館　会議室 3

　9月10日（土）
給水装置工事配管技能検定会（埼玉県）� 埼玉県管工事会館

　　　　　　〃　　　　　　（香川県）�香川県広域水道企業団川添浄水場

　9月15日（木）
給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（栃木県）

栃木県教育会館　小ホール

給水装置工事配管技能検定会（千葉県）� 千葉県水道技術研修センター

　9月18日（日） 　　　　　　〃　　　　　　（大阪府）
大阪府立南大阪高等職業技術専門学校　9月19日（月）

　9月28日（水）
　　　　　　〃　　　　　　（宮城県）� 宮城県管工業協同組合

　9月29日（木）

10月　4日（火） 第 61回機関誌編集委員会� 財団会議室（オンライン併用）

10月　5日（水） 給水装置工事配管技能検定会（福島県）�前澤給装工業株式会社　福島工場

10月　7日（金）
　　　　　　〃　　　　　　（岐阜県）� 岐阜県立国際たくみアカデミー

給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（奈良県）
ホテルリガーレ春日野
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10月 13日（木）
給水装置工事配管技能検定会（富山県）� 富山市管工事協同組合会館

　　　　　　〃　　　　　　（山形県）
山形県上下水道施設管理センター　技術研修施設

10月 15日（土）
　　　　　　〃　　　　　　（山口県）� 宇部管工事協同組合会館

　　　　　　〃　　　　　　（新潟県）� 新潟市水道局水道研修センター

10月 23日（日） 令和 4年度給水装置工事主任技術者試験

11月　1日（火） 給水装置工事配管技能検定会（福岡県）� 福岡市水道技術研修所

11月　2日（水） 　　　　　　〃　　　　　　（東京都）
東京都立多摩職業能力開発センター府中校

11月　5日（土）
　　　　　　〃　　　　　　（佐賀県）�佐賀市上下水道局神野第二浄水場

　　　　　　〃　　　　　　（青森県）� 弘前管工事業協同組合

11月 11日（金） 令和 4年度第 2回給水装置工事主任技術者試験委員会
財団会議室（オンライン）

11月 12日（土）
給水装置工事配管技能検定会（滋賀県）

独）高齢・障害・求職者雇用支援機構

　　　　　　〃　　　　　　（京都府）� 京都市上下水道局　太秦庁舎

11月 14日（月） 令和 4年度第 4回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

11月 17日（木） 給水装置工事配管技能検定会（静岡県）� 静岡市上下水道局門屋浄水場

11月 18日（金） 　　　　　　〃　　　　　　（岩手県）� 花巻職業訓練協会

11月 22日（火） 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（静岡県）
静岡市水道局指定工事店協同組合

11月 26日（土） 給水装置工事配管技能検定会（熊本県）
熊本市上下水道局西部上下水道センター

11月 28日（月） 令和 4年度第 5回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

11月 30日（水） 令和 4年度給水装置工事主任技術者試験合格発表

12月　3日（土） 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（高知県）
ポリテクセンター高知
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後
記■あけましておめでとうございます。1年

過ぎるのがとても速く感じます。昨年を振
り返るといろいろとあった年でした。冬に
はロシアによるウクライナ侵攻開始、夏には安倍元
総理の暗殺事件、最近ではカタールで行われたサッ
カーワールドカップでサムライブルーが大躍進と、
話題に事欠きませんでした。一時は落ち着きを見せ
ていた新型コロナウイルス感染症もここにきてさら
に拡大してきています。
　水道界に目を向けると、一番大きなトピックスと
して「国の水道行政の移管」が挙げられます。本格
的に移管するのは令和 6年度とのことで、この新し
い年でいろいろと動き出しがありそうです。
■今号のエッセイ水鞠では神戸大学大学院工学研究
科市民工学専攻の鍬田泰子准教授に「災害時に最も
水道水を必要としているのは誰か？」を執筆いただ
きました。

　鍬田先生は令和 3年10月に和歌山市内で
起きた六十谷水管橋崩落事故で、その調査
委員会の座長を務められています。エッセ

イでは、災害時のご自身の経験を踏まえて、母親目
線の水道に対する希望や教訓が提示されています。
ぜひご一読いただければと存じます。
■特集では、「給水用ポリエチレン管（PE管）の経
年劣化に関する調査について」を日本ポリエチレン
パイプシステム協会より、ご執筆いただいておりま
す。令和 2年度から 3年度にかけて、当財団や山形
大学などと「漏水原因分析及び更新時期の検討」や
「経年劣化による使用寿命等」の共同研究を実施し
ました。その報告書の内容を前編・後編の 2回に分
けて掲載します。今号では PE管の使用寿命の推定
について解説していただいています。ぜひ今後の事
業に役立ててもらえればと存じます。
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